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朝来市の平成28年度予算
予算総額
	 341億8057万円
一般会計	 232億9000万円
特別会計	 98億		940万円
企業会計	 10億8117万円

平
成
28
年
度  

朝
来
市
の
予
算

「
あ
な
た
が
好
き
な
ま
ち
・
朝
来
市
」の
実
現
へ
向
け
て

「
最
重
要
課
題
は
人
口
政
策
」

　

朝
来
市
の
目
下
最
大
の
課
題
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
人
口
政
策
で
す
。
こ
れ
は
第

2
次
総
合
計
画
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

朝
来
市
創
生
総
合
戦
略
を
達
成
す
る
上
で

の
根
源
的
課
題
と
し
て
も
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

　

朝
来
市
創
生
総
合
戦
略
で
は
、「
ひ
と
」が

朝
来
市
の
創
生
の
基
盤
と
な
る
と
の
視
点

で
、
朝
来
市
を
担
い
貢
献
し
て
い
く「
ひ
と
」

　

平
成
28
年
度
の
朝
来
市
の
予
算
案
が
、
3
月
29
日
の
第
17
回
朝
来
市
議
会
定
例
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
2
3
2
億
9
千
万
円
。
前
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た

保
健
セ
ン
タ
ー
等
整
備
事
業
、
学
校
給
食
共
同
調
理
施
設
整
備
事
業
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
伝
送
路
光
ケ
ー
ブ
ル
化
事
業
、
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
が
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
約
11
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を

あ
わ
せ
た
予
算
総
額
で
は
、
3
4
1
億
8
千
万
円
と
、
引
き
続
き
大
型
予
算
と
な
り
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
予
算
を
も
と
に
、
第
2
次
朝
来
市
総
合
計
画
で
掲
げ
る「
あ
な
た
が
好

き
な
ま
ち
・
朝
来
市
」の
実
現
へ
向
け
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
月
の
広
報
で
は
、
多た

次じ

勝か
つ

昭あ
き

市
長
の
平
成
28
年
度
施
政
方
針
と
、
平
成
28
年
度
予

算
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
》　

財
務
課　

☎（
6
7
2
）6
1
1
8

を
つ
く
り
、
そ
の「
ひ
と
」が
魅
力
あ
る
多

様
な「
し
ご
と
」を
つ
く
り
、
そ
の「
ひ
と
」

と「
し
ご
と
」が
、
希
望
を
持
ち
、
心
豊
か

な
暮
ら
し
を
営
め
る「
ま
ち
」を
つ
く
り
、

そ
の「
ま
ち
」が
、「
ひ
と
」を
呼
び
込
む
と
い

う
好
循
環
の
確
立
を
目
指
し
て
、
朝
来
市

の
創
生
に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
朝
来
市
創
生
に
お
け
る
最
優
先

課
題
は「
ひ
と
」に
関
す
る
戦
略
で
あ
る
と

捉
え
、
そ
の
第
2
ス
テ
ー
ジ
の
深
化
を
図

る
た
め
に
も
、「
人
財
」の
育
成
に
こ
れ
ま
で

に
倍
し
て
注
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
口
政
策
の
取
り
組
み
の
結
果
、
昨
年

末
に
は
、
宝
島
社
が
発
行
す
る「
田
舎
暮
ら

し
の
本
」で
、
第
4
回「
住
み
た
い
田
舎
」ベ

ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
が
発
表
さ
れ
、
朝
来
市

が
総
合
一
位
と
な
り
ま
し
た
。
朝
来
市
に

住
む
人
に
と
っ
て
も
、
市
外
の
人
に
と
っ

て
も
、
あ
な
た
が
好
き
に
な
る
ま
ち
を
目

指
し
て
、
各
種
の
施
策
を
実
行
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
に「
住
み
た
い
田
舎
」

の
総
合
一
位
と
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
施
策
を
は
じ
め
、
朝

来
市
が
持
つ
地
勢
的
な
要
素
を
含
め
た
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
客
観
的
に
も
評
価
を
受
け

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の「
住
み
た
い
田
舎
」総
合
一
位
と
い
う

評
価
結
果
を
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口

政
策
に
対
す
る
大
き
な
追
い
風
と
し
て
、

朝
来
市
創
生
に
向
け
て
邁ま

い

進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、「
対
話
を
基
調
と
す
る
心
優
し
い

温ぬ
く

も
り
の
市
政
」を
市
政
運
営
の
理
念
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
平
成
28
年
度

に
お
い
て
も
、
市
民
の
声
な
き
声
を
意
識

し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
朝

来
市
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で

あ
り
ま
す
。

　

国
が
示
す
創
生
事
業
の
取
り
組
み
方
と

し
て
重
要
視
し
て
い
る
点
は
、
官
民
協
働
、

政
策
間
連
携
、
地
域
間
連
携
と
将
来
に
向

け
た
自
立
性
の
確
保
な
ど
を
求
め
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
朝
来
市
に
お
い
て

も
国
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
創
生
事

業
の
深
化
を
図
る
た
め
に
、
分
野
を
横
断

し
た
一
体
的
な
政
策
間
連
携
が
図
れ
る
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
新
た
に
立
案
す

施
政
方
針（
要
旨
）
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人
財
の
育
成
を
図
る「
朝
来
市
創
生
人
財
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
新
た
に
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援
課
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
対
応
に
よ
る
移
住
定
住
の
情
報

発
信
か
ら
移
住
相
談
、
住
宅
施
策
の
支
援
、

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
、
移
住
起
業
支
援
な

ど
、
さ
ら
な
る
移
住
促
進
施
策
を
強
化
推

進
す
る
ほ
か
、
出
会
い
か
ら
子
育
て
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
で
、
朝
来
市
を
支
え
る
人
財
を
育
成

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
魅
力
あ
る
多
様
な
生
業
の
機
会
づ
く
り
」

　

朝
来
市
経
済
成
長
戦
略
に
よ
る
取
り

組
み
を
推
進
す
る
た
め
に「
あ
さ
ご
元
気

産
業
創
生
セ
ン
タ
ー
」を
基
軸
と
し
て
、

A
S
A
G
O
大
学
を
開
校
し
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
起
業

や
第
2
創
業
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
産
業

の
振
興
と
雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
遺
産
を
見
す
え
た
竹
田
城

跡
や
生
野
鉱
山
な
ど
の
観
光
資
源
を
生
か

し
た
戦
略
的
な
P
R
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
取
り
組
み
と

合
わ
せ
て
、
観
光
客
の
市
内
滞
在
の
拡
大
、

観
光
産
業
を
育
成
し
た
地
域
内
経
済
循
環

の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
岩
津
ね
ぎ
、
黒
大
豆
な
ど
の

特
産
物
の
生
産
拡
大
と
販
路
拡
大
の
取
り

組
み
を
進
め
、
農
業
生
産
と
加
工
・
販
売

の
一
体
化
を
推
進
し
て
、
付
加
価
値
の
高

い
農
業
経
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

る
と
と
も
に
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ

り
高
い
相
乗
効
果
と
実
効
性
を
有
す
る
事

業
と
し
て
推
進
す
る
た
め
に
、
外
部
人
材

の
活
用
を
含
め
た
推
進
体
制
の
構
築
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
考
え
の
も
と
、
人
口
政
策
の

さ
ら
な
る
推
進
計
画
で
も
あ
る
朝
来
市
創

生
総
合
戦
略
を
踏
ま
え
て
、
平
成
28
年
度

の
朝
来
市
創
生
に
向
け
た
基
本
的
な
取
り

組
み
の
視
点
を
次
の
通
り
と
し
ま
す
。　

「
朝
来
市
を
担
い
貢
献
す
る
人
財
づ
く
り
」

　

将
来
の
朝
来
市
を
支
え
る
人
財
を
育
成

し
、
ふ
る
さ
と
回
帰
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
視
点
を
持
ち
な
が
ら

も
、
ロ
ー
カ
ル
に
貢
献
す
る
グ
ロ
ー
カ
ル

「
希
望
を
持
ち
、心
豊
か
な
暮
ら
し
を

営
め
る
と
と
も
に
地
域
間
の
連
携

に
よ
る
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
」

　

朝
来
市
の
地
域
協
働
の
基
盤
で
あ
る
地

域
自
治
協
議
会
や
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
あ
る
自
治
会
な
ど
と
の
連
携
に

よ
っ
て
、
自
発
的
・
主
体
的
な
活
動
の
支

援
や
地
域
の
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人

や
団
体
を
育
成
し
、
一
人
ひ
と
り
が
主
体

的
に
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
参
画

し
、
地
域
社
会
を
支
え
る
人
財
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
銀
の
馬
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
や
鉱
石
の
道
推
進
協
議
会
、
但
馬
各

市
町
は
も
と
よ
り
福
知
山
市
や
丹
波
市
な

ど
の
自
治
体
間
の
広
域
的
な
連
携
を
促
進

し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
し
た
神
戸
新
聞
社
と
は
、

引
き
続
き
竹
田
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
の

運
営
な
ど
で
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
同

じ
く
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
神
戸
大

学
を
は
じ
め
他
大
学
と
も
、
創
生
に
向
け

て「
学
」「
言
」と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
創
生
関
連
以
外
に
も
、
安
全
・

安
心
確
保
の
視
点
か
ら
、
消
防
体
制
の
再

編
計
画
に
基
づ
き
、
災
害
に
対
す
る
危
機

管
理
意
識
の
徹
底
を
図
っ
て
、
体
制
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
5
月
の
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
の

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
朝
来
市
公
共
交

通
の
第
2
次
再
編
を
行
い
ま
す
が
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
一
層
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
る
地
域
公
共
交
通
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

「
持
続
可
能
な
朝
来
市
と
し
て
」

　

国
は
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け

て
地
域
の
付
加
価
値
創
造
力
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
の
方
針
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

朝
来
市
に
は
既
に
、
地
域
の
人
々
の
顔

が
見
え
る
範
囲
で
地
域
自
治
協
議
会
が
設

立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の
創
意
と
工

夫
に
基
づ
き
な
が
ら
地
域
ご
と
の
共
助
の

体
制
づ
く
り
も
構
築
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
自
治
の
理
念
を
背
景
と

し
て
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
財
を
育
成

す
る
こ
と
は
朝
来
市
創
生
の
ベ
ク
ト
ル
で

あ
り
、
自
律
し
た
自
治
体
経
営
に
一
層
寄

与
す
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
私
は
、
今

を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
み
な
ら
ず
未
来
の

朝
来
市
民
に
対
し
て
も
責
任
を
持
ち
、
時
代

の
転
換
点
に
あ
っ
て
最
善
の
諸
施
策
の
推

進
に
邁ま

い

進
す
る
こ
と
こ
そ
、
私
が
果
た
す

べ
き
責
務
で
あ
り
、
朝
来
市
に
お
け
る
創

生
の
理
念
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ゆ
え
に
、
短
期
的
に
考
え
る
の
で
な
く
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
朝
来
市
で
あ

り
続
け
る
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
多
方

面
か
ら
考
察
す
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
第

2
次
総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る「
あ
な
た

が
好
き
な
ま
ち
・
朝
来
市
」づ
く
り
に
向
け

て
、
懸
命
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

平成28年度朝来市の予算

３  平成 ２８ 年 ４ 月号



平
成
28
年
度  

予
算
の
概
要

◎
歳
入

　

市
税
の
う
ち
、
固
定
資
産
税
で
は
、
路
線
価
下

落
に
伴
う
土
地
分
や
償
却
資
産
分
が
減
収
と
な
る

一
方
、
新
築
・
増
築
家
屋
数
増
等
に
伴
う
家
屋
分

と
、
税
制
改
正
に
伴
う
軽
自
動
車
税
増
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
政
計
画
で
は
0
・
3
％

の
減
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
普
通
交
付
税
は
、

交
付
税
措
置
の
あ
る
公
債
費
分
増
や
臨
時
財
政

対
策
債
か
ら
の
振
替
分
を
加
味
し
、
合
併
特
例

期
間
終
了
に
伴
う
縮
減
分
を
考
慮
し
た
う
え

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
3
，0
0
0
万
円
増
の

70
億
8
，0
0
0
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
な

お
、
特
別
交
付
税
は
前
年
度
と
同
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

市
債
は
、
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
に
か
か
る

出
資
債
発
行
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等
整
備
事
業
や
学

校
給
食
共
同
調
理
施
設
整
備
事
業
の
完
了
に
よ
っ

て
、
前
年
度
に
比
べ
、
30
億
7
，5
4
0
万
円
減

の
36
億
8
0
0
万
円
を
予
算
措
置
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
高
齢
者
や
児
童
の
福
祉
の
充
実
、
小
・
中
学
校
や
生
涯
学
習
の
振
興
、
道
路

の
維
持
・
整
備
、
ご
み
処
理
、
農
林
業
や
商
工
業
の
振
興
な
ど
市
の
主
な
仕
事
に
使
わ
れ
る
会

計
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
大
部
分
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
2
3
2
億
9
千
万
円
、
特
別
会
計（
一
般
会
計
と
は
切

り
離
し
、
独
立
し
た
予
算
で
行
う
会
計
）と
企
業
会
計（
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
、

特
定
の
事
業
に
つ
い
て
収
入
で
支
出
を
ま
か
な
う
独
立
採
算
制
を
と
る
会
計
）を
加
え
た
予
算

総
額
で
は
、
3
4
1
億
8
千
1
0
0
万
円
と
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

歳 

入

一
般

会
計

一般会計 232億9,000万円
特別会計　等 108億9,057万円
住宅資金貸付事業 180万円
国民健康保険 41億3,800万円
簡易水道事業 2,880万円
と畜場 460万円
宅地開発事業 1,430万円
休日診療所 1,380万円
下水道事業 14億4,060万円
介護保険 37億円
後期高齢者医療 4億6,100万円
財産区 650万円
（企）水道事業 10億7,035万円
（企）工業用水道事業 1,082万円

合　計 341億8,057万円

■会計別内訳

4広報　朝来



平成28年度予算の概要

◎
歳
出

　

義
務
的
経
費（
地
方
自
治
体
の
経
費
の
う
ち
、

支
出
が
法
令
な
ど
で
定
め
ら
れ
、
任
意
に
削
減
で

き
な
い
も
の
）の
う
ち
人
件
費
は
、
職
員
数
の
減

と
職
員
の
年
齢
構
成
の
変
化
に
よ
っ
て
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

扶
助
費
は
、
生
活
保
護
費
、
児
童
手
当
、
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
が
減
額
と
な
っ
た
も
の

の
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
と
障
害
児
福
祉

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
が
増
額
と
な
っ
た
た
め
、
前

年
度
と
比
較
し
て
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費（
施
設
の
建
設
な
ど
社
会
資
本
の

整
備
に
使
わ
れ
る
経
費
）で
は
、
庁
舎
整
備
事
業
、

温
水
プ
ー
ル「
エ
ス
ポ
ワ
」大
規
模
改
修
事
業
等
が

増
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
、
和
田
山
中
学
校
改
築
事
業
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
伝
送
路
光
ケ
ー
ブ
ル
化
事
業
、
保
健
セ
ン
タ
ー

等
整
備
事
業
等
が
減
額
と
な
っ
た
た
め
、
前
年
度

と
比
較
し
て
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。

【用語の解説】
◆公債費

市が借り入れた借金の元利償還金

◆扶助費
生活困窮者、高齢者、児童、心身障害者等に
対して行っているさまざまな支援に要する経
費

◆物件費
賃金、燃料費、光熱水費、通信運搬費、備品
購入費、委託料など

◆補助費等
報償費、助成金や一部事務組合への負担金な
ど

市民一人当たり
支出　732,528円

行政の運営	 178,259円
福祉の充実	 163,432円
医療・ごみ処理	 54,397円
教育文化スポーツ	 69,241円
借金返済	 99,019円
道路・都市計画	 76,572円
農林業の振興	 39,730円
商工観光の振興	 27,278円
消防	 23,181円
その他	 1,419円

※一般会計

※市民一人当たりは、1月末現在の人口31,794人で算出しています。

歳 

出

一
般

会
計

財政調整基金 27億6,119万円

減債基金 12億	 	499万円

その他特定目的基金 44億1,175万円

合計 83億7,793万円

市民一人当たり 26万3,507円

平成27年度末残高見込額 299億2,097万円

平成28年度市債発行予定額 36億800万円

平成28年度元金償還見込額 28億3,209万円

平成28年度末残高見込額 306億9,688万円

市民一人当たり 96万5,493円

■基金の状況

■市債現在高の状況

※一般会計・平成28年度末残高見込み

※一般会計

５  平成 ２８ 年 ４ 月号



平
成
28
年
度

予
算
の
特
徴

　

平
成
28
年
度
の
朝
来
市
の
予
算
は
、「
人
口

減
少
の
克
服
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創

生
と
好
循
環
の
確
立
」を
目
指
し
、「
持
続
可
能

で
元
気
な
朝
来
市
」を
構
築
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
積
極
的
な
施
策
を
引
き

続
き
展
開
し
て
い
く
べ
く
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
政
策
を
最
重
要
課
題
と
す
る
朝
来
市

総
合
計
画
と
、
昨
年
度
策
定
し
た
朝
来
市
創

生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
朝
来
市
創
生
に
向

け
、

◎
朝
来
市
へ
の
新
し
い「
ひ
と
」の
流
れ
を
つ

く
る

◎
地
域
産
業
の
振
興
や
通
勤
圏
の
拡
大
に
よ

る
安
定
し
た「
し
ご
と
」を
提
供
す
る

◎
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
、
安
心

で
活
気
あ
ふ
れ
る「
ま
ち
」を
作
る

の
3
つ
の
視
点
に
立
っ
て
、
第
2
次
総
合
計

画
の
将
来
像
で
あ
る「
あ
な
た
が
好
き
な
ま

ち
・
朝
来
市
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
朝
来
市
を
担
い
貢
献
す
る
人
財

づ
く
り
」、「
魅
力
あ
る
多
様
な
生
業
の
機
会
づ

く
り
」「
希
望
を
持
ち
、
心
豊
か
な
暮
ら
し
を

営
め
る
と
と
も
に
、
地
域
間
の
連
携
に
よ
る

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
」を
進
め
ま
す
。

① シティプロモーション推進事業を展開 132万6千円
② 朝来市ポータルサイト「あさぶら」の構築 460万円
③ きめ細かい就職活動支援による雇用の推進 366万円
④ 経済成長戦略事業の推進 161万5千円
⑤ 企業誘致促進事業の推進 468万9千円
⑥ 見本市等出展支援補助金事業の推進 100万円
⑦ メイドインあさご支援事業の推進 211万4千円
⑧ 地域産業創出支援事業の推進 1,270万9千円
⑨ 観光交流キャンペーン事業の推進 2,372万8千円
⑩ 竹田城跡を観光拠点とした地域活性化の推進  
 2億484万7千円
⑪ 朝来市創生推進人財育成プロジェクト事業の推進  
 600万円
⑫ UIJターン促進に向けた情報発信 637万4千円
⑬ 若者世代定住のための支援 4,225万8千円
⑭ 地域ぐるみで移住者の受け入れの推進 987万4千円
⑮ 市営住宅の改修を実施 1億6,000万円
⑯ 雇用促進住宅を購入して定住促進住宅に活用 3,000万円

① カーボン・オフセット事業の推進 255万4千円
② 木質バイオマスの利活用 
③ 急傾斜地崩壊防止事業・小規模河川改修事業 3,750万円
④ 災害対策事業、復興支援事業の推進 1,305万5千円
⑤ 防犯カメラ設置事業の促進 250万円
⑥ 消防・防災体制の充実 9,295万円
⑦ 路線バス等の公共交通サービスの再編・運行  
 1億2,124万6千円
⑧ 地区公民館耐震補強設計の実施 1,340万円
⑨ スポーツ施設の改修事業の実施 2億2,043万円
⑩ スポーツの推進 138万8千円

⑰ 「鉱山町の観光ビジネス構築モデル事業」の推進  
 144万5千円
⑱ 地域協働推進事業の推進 4,047万4千円
⑲ 新庁舎整備事業の推進 21億6,693万2千円
⑳ 地籍調査事業の推進 3億4,433万6千円
㉑ 用途地域の見直し 1,000万円
㉒ 景観形成事業の推進 2,058万5千円
㉓ 芸術の森にふさわしい空間づくり 300万円
㉔ 新市街地形成推進事業 2億920万円
㉕ 国際、国内交流の推進 576万3千円
㉖ 付加価値を高める農畜産業の振興 3,186万7千円
㉗ 夜久野高原開発事業の推進 1,300万円
㉘ 地域農業水利施設ストックマネジメント事業の推進  
 4,505万円
㉙ 県営農業用河川工作物応急対策事業の推進 500万円
㉚ 社会資本整備交付金事業の推進 3億1,120万円
㉛ 山城の郷整備事業の推進 6,759万6千円

⑪ 文化会館自主文化事業の実施 2,462万9千円
⑫ 美術館企画展事業の実施 646万3千円
⑬ 人権が尊重されるまちづくりの推進 343万9千円
⑭ 女性の輝く社会づくり 158万7千円
⑮ 下水道施設の整備・長寿命化対策の実施 2億2,330万千円
⑯ 災害に強い水道供給体制の整備 8,678万5千円
⑰ 文化財保護事業の推進 494万2千円
⑱ 竹田城跡の保存管理の推進 5,017万1千円
⑲ 森はな文学普及事業の推進 32万2千円
⑳ 特別展「鳥と翔ける王～池田古墳出土資料一斉公開～」の開催  
 399万3千円

雇用、産業創出に重点を置きながら、他地域からのUIJターンなど、
移り住んでみたいまちづくり施策に取り組んでいきます。

安全、環境、医療等の居住環境の充実に重点を置きながら、住
み続けたいまちづくり施策に取り組んでいきます。

好きなまちで働く
　　　⇒	社会増の促進

好きなまちでエコライフ
　　　　⇒社会減の抑制

Ⅰ

Ⅱ
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平成28年度予算の特徴

① 母子保健事業の推進 758万1千円
② 特定不妊治療費助成事業の推進 250万円
③ 妊婦健康診査費助成事業の推進 2,196万5千円
④ 乳幼児・こども医療費助成事業の推進 1億913万9千円
⑤ 養育支援訪問事業の推進 45万円
⑥ こども発達・教育支援センターの設置 
⑦ 放課後児童対策事業の推進 4,351万円
⑧ 休日保育事業の推進 575万2千円

① 健康増進事業、がん検診事業の推進 3,805万円
② 健康づくりポイント事業の推進 288万9千円
③ 予防接種事業の推進 1億406万8千円
④ 地域医療対策推進事業の推進 1,207万3千円

① ケーブルテレビ運営管理事業の推進 2億4,033万円
② 庁舎内情報ネットワーク管理・再構築事業の推進 2,488万3千円
③ マイナンバー制度事業（戸籍住民基本台帳事業）の推進 2,116万円
④ ふるさと寄附金事業の推進 1億6,906万円
⑤ 固定資産税課税資料等更新事業の推進 5,225万1千円
⑥ 職員研修の充実を図ります 656万6千円
⑦ 行政マネジメント事業の推進 1,190万円

① 斎場の改修を実施 2,700万円

⑨ ひょうご放課後プラン事業の推進 197万7千円
⑩ 中川小学校大規模改造事業の推進 4億4,893万3千円
⑪ 大蔵小学校屋内運動場大規模改造事業の推進 520万3千円
⑫ 少年少女オーケストラの市内演奏活動の充実 554万7千円
⑬ 学校給食の充実と地産地消の推進 
⑭ 小中学校特色ある学校づくり事業の推進 328万5千円
⑮ 英語教育強化支援事業を推進 561万円
⑯ いじめ防止対策に係る附属機関を設置 

⑤ 高齢者が生きがいを持ち、安全・安心に生活できるま
　 ちづくりの推進 1億6,163万9千円
⑥ 障害者（児）地域生活支援事業の推進 3,549万8千円
⑦ 生活困窮者自立支援事業の推進 590万7千円

出産、養育、教育等の子育ての充実に重点を置きながら、安心し
て子どもを育てられるまちづくり施策に取り組んでいきます。

生きがい、健康、福祉等の充実に重点を置きながら、元気で長生
きできるまちづくり施策に取り組んでいきます。

好きなまちで子育て
　　　⇒	自然増の促進

好きなまちで生涯現役
　　　⇒	自然減の抑制

実現の方策 その他

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ Ⅵ

総合戦略　人財育成プロジェクトを始動します！　予算総額  9,179万円
　朝来市は、平成28年度予算に27年度3月補正予算（繰越分）を組み合わせながら、「朝来市創生推進人財育成プロジェ
クト」など朝来市創生に向けた重点施策について、国の地方創生交付金などを積極的に活用しながら、戦略的かつ
集中的な取り組みを進めていきます。

◆グローカル人財育成プログラム　
◎朝来市を愛し誇りを持ちながら、朝来市で地域課題を解決するUターン人財を育成
◎地域資源を生かした課題解決型の学習講座を地域協働によって実施するとともに、その取り組みを動画として

記録し、地域人財を育成する教材として蓄積
◎国際的な視野や国際社会で通用するスキルを養成する講座開催や、高校などとの交流事業を実施

◆産業観光等マネジメント人財育成プログラム
◎竹田城跡をはじめとする地域資源を生かした産業観光等をマネジメントする人財を育成
◎観光産業に重点をおいた雇用創出や起業創業の支援など、Uターンに向けたしごと支援 

今年度予算の朝来市創生総合戦略にかかる全体事業費
　【ひ　と】　朝来市を担い貢献する人財づくり 4億4,721万円
　【しごと】　魅力ある多様な生業の機会づくり 7億3,115万円
　【ま　ち】　希望を持ち、心豊かな暮らしを営めるとともに、
　　　　　　地域間の連携による特色ある地域づくり 　　　1億6,900万円

主な施策

７  平成 ２８ 年 ４ 月号
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市
が
法
興
寺
区
で
整
備
を
進
め
て
い
たủ
朝
来

市
保
健
セ
ン
タ
ồ
Ứ・ủ
南
但
休
日
診
療
所
Ứが
完

成
し
ỏ３
月
２４
日
ỏ
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
Ố

し
ỵ
ん

式
に
は
ỏ関
係
者
な
ど
約
８０
人
が
出
席
Ốは
じ

め
に
ỏ代
表
に
よ
る
テ
ồ
プ
カ
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朝来市保健センター

ベビー・キッズルーム
乳幼児の健診などで使用するベビー・キッズルームは、
床暖房を備えコンセントを高い位置に設置しています。
室内には、内科・歯科の診察室、授乳コーナーを設ける
など、安全で快適な環境で健診を受けていただけます。

調理実習室
各種の調理実習を行います。隣接する栄養指導室、
健康教育室を含め、間仕切りをカーテンウォールとし、
教室の内容によって壁を開放することで、多目的に
利用することができます。

多目的ホール
最大で約１２０人が収容できる多目的ホールでは、健

康セミナーや教室などを開催します。

明るく開放的な玄関ロビー

「朝来市保健センター・南但休日診療所」が
完成しました。新しい施設は、５月に開院する
朝来医療センターの隣接地にオープンし、完成
を機に、「和田山保健センター」から「朝来市
保健センター」に名称も変更しています。
ここでは、市民の皆さんの健康づくりの新たな

拠点となる、施設の概要についてお知らせします。
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【施設の概要】

名 称 朝来市保健センター

南但休日診療所

所 在 地 和田山町法興寺３７８－１

建築概要 鉄筋コンクリート造

一部鉄骨造平屋建

敷地面積 ７,２８７平方㍍

延床面積 １,３５４平方㍍

保健センター１,１２６平方㍍

休日診療所 ２２８平方㍍

【問い合わせ先】 地域医療・健康課

☎（６７２）５２６９（朝来市保健センター内）
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平平成２８年４月平成２８年４月号号9

公立豊岡病院組合立和田山医療センター・梁瀬医療センターの両施

設は、「朝来医療センター」として５月１日に統合・移転し、５月９日か

ら一般外来診療を開始します、

※広報４月号とともに配布のチラシもあわせてご確認ください

【開院前後の日程】

和田山医療センター・梁瀬医療センターでの一般外来診察

４月２８日（木）まで（救急は午後５時１５分まで）

朝来医療センター（新病院）での一般外来診察

５月９日（月）から（救急は午前８時３０分から）

※５月６日は予約のみ診察

外来休診期間

４月２９日（金）～５月８日（日）

移転作業期間のため一般外来・救急外来は休診します

【施設の概要】

名 称 公立豊岡病院組合立朝来医療センター

（略称・公立朝来医療センター）

所 在 地 和田山町法興寺３９２番地

建築概要 鉄筋コンクリート（耐震構造）地上４階建

敷地面積 ２万１,０９４平方㍍

建築面積 ６,３８２平方㍍

延床面積 １万３,８３２平方㍍

病 床 数 １５０床（一般１０４床療養４６床）※将来１８０床

診療科目 《入 院》内科、外科、整形外科、療養

《外 来》内科（総合診療科）、消化器内科、循環器内科、

リウマチ科、外科、整形外科、心臓血管外科、皮膚科、

泌尿器科、リハビリテーション科、放射線科

診療体制 受 付 時 間 平日 午前診療 ８時～１１時３０分

午後診療 正午～３時３０分

診療開始時間 平日 午前診療 ８時４５分から

午後診療 １時３０分から

【アクセス】

全但バス・アコバスが新病院に乗り入れます。

【新病院が見学できます（内覧会）】

４月２４日（日）午後１時～４時（予約不要）

【問い合わせ先】

４月３０日まで 和田山医療センター内開設準備室☎（６７４）２０２１

５月１日から 朝来医療センター☎（６７２）３９９９

朝朝来医療センターが開院しま朝来医療センターが開院しますす
一般外来診察開一般外来診察開始始 ５５月月９９日（月）日（月）

【地 図】



平成28年5月2日
から

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院
に
と
も
な
い

ア
コ
バ
ス
・
路
線
バ
ス
の

経
路
や
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
ま
す

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院
に
と
も
な
い

ア
コ
バ
ス
・
路
線
バ
ス
の

経
路
や
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
ま
す

　

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
院
し
、
和
田
山
医
療
セ
ン
タ
ー
と
梁
瀬
医
療

セ
ン
タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
5
月
2
日
か
ら
、
朝
来
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
ア
コ
バ
ス
」と
朝
来
市
内
の
路
線
バ
ス
の
う
ち
全
但

バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
路
線
に
つ
い
て
、
経
路
や
ダ
イ
ヤ（
運
行
計
画
）を

大
幅
に
変
更
し
ま
す
。

●
公
共
交
通
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者

の
皆
さ
ん
な
ど
が
、
便
利
に
通
院
や
買

い
物
が
で
き
る
よ
う
、
路
線
や
ダ
イ
ヤ

を
変
更
し
ま
す
。

●
病
院
な
ど
で
の
受
診
や
買
い
物
に
必
要

な
時
間
を
考
慮
し
、
便
利
な
時
間
帯
に

帰
り
の
バ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
ダ

イ
ヤ
を
設
定
し
ま
す
。

自
動
車
を
利
用
で
き
な

い
高
齢
者
な
ど
の
日
常

生
活
の
利
便
性
の
向
上

を
図
り
ま
す

●
和
田
山
地
域
・
山
東
地
域
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
ア
コ
バ
ス
・
路
線
バ
ス
に
つ
い

て
、
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
を
経
由
す
る

か
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
発
着
と
し
ま
す
。

●
全
但
バ
ス
山
口
・
生
野
線（
生
野
駅
西
口

～
山
口
～
和
田
山
駅
～
八
鹿
駅
）に
つ
い

て
、
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
を
経
由
す
る

よ
う
経
路
を
変
更
し
ま
す
。
生
野
地
域
・

朝
来
地
域
と
竹
田
地
区
で
は
、
全
但
バ

ス
山
口
・
生
野
線
を
利
用
し
て
朝
来
医

療
セ
ン
タ
ー
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
J
A
和
田
山
バ
ス
停（
立
ノ
原
）を
新
設
、

一
部
の
路
線
バ
ス
が
停
車
し
ま
す
。

　
　
改
正
の
主
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。
時
刻
表
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
広
報
4
月
号
と
と
も
に
配
布
し
て

い
ま
す「
朝
来
市
公
共
交
通
情
報
紙 

あ

さ
ご
ナ
ビ
」、
ま
た
は
、
朝
来
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
総
合

政
策
課（
☎
6
7
2

－

6
1
1
0
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
規
模
小
売
店
や
食
品
ス
ー

パ
ー
な
ど
へ
の
行
き
や
す
さ

の
向
上
を
は
か
り
ま
す

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
へ

の
行
き
来
が
し
や
す
い

路
線
に
再
編
し
ま
す

朝来市
マスコットキャラクター
「ちゃすりん」

5月２日から
ダイヤ変更！
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安
井
口
～
新
町
の
経
路
を
和
田
山
医
療

セ
ン
タ
ー
経
由
に
変
更
し
ま
す
。（
枚
田

区
内
・
和
田
山
学
校
前
は
通
ら
な
く
な

り
ま
す
）

②
中
央
公
園
八
鹿
線

　
（
中
央
公
園
～
和
田
山
駅
～
八
鹿
駅
）

　

イ
オ
ン
～
新
町
の
経
路
を
朝
来
医
療
セ

ン
タ
ー
～
安
井
口
～
枚
田
～
和
田
山
学

校
経
由
に
変
更
し
ま
す
。
枚
田
区
内
か

ら
和
田
山
駅
、
八
鹿
駅
方
面
は
、
山
口
・

生
野
線
に
代
わ
り
中
央
公
園
八
鹿
線
を

利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
循
環
線
を
新
設

　

和
田
山
駅
～
枚
田
地
区
～
朝
来
医
療
セ
ン

タ
ー
～
イ
オ
ン
～
玉
置
～
和
田
山
駅
を
循

環
運
行
す
る
循
環
線
を
新
設
し
ま
す
。

④
竹
ノ
内
与
布
土
線

　

和
田
山
営
業
所
～
イ
オ
ン
に
つ
い
て
、

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
経
由
に
経
路
変
更

し
ま
す
。

⑤
白
井
病
院
線

　
（
白
井
～
和
田
山
駅
～
和
田
山
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　

運
行
区
間
を
白
井
～
和
田
山
駅
～
朝
来

医
療
セ
ン
タ
ー
に
変
更
し
ま
す
。

⑥
柴
線

　
（
田
中
下
～
柴
～
山
東
支
所
～
イ
オ
ン
）

　

イ
オ
ン
～
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
を
延
伸

し
ま
す
。
そ
の
途
中
、
J
A
和
田
山
を

経
由
し
ま
す
。

⑦
金
浦
線（
金
浦
～
山
東
支
所
）

　

※
全
線
事
前
予
約
制

　

山
東
支
所
～
イ
オ
ン
～
朝
来
医
療
セ
ン

タ
ー
～
和
田
山
駅
を
延
伸
し
ま
す
。
ま

た
、
一
部
経
路
を
変
更
し
、
塩
田
に
バ

ス
停
を
新
設
し
ま
す
。
月
・
水
・
金
曜

⑴
通
院
・
買
い
物
に

　

便
利
な
ダ
イ
ヤ
の
設
定

⑵
ア
コ
バ
ス
・
路
線
バ
ス
の

　

経
路
の
見
直
し

⑶
各
地
域
か
ら

　

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
行
き
方
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日
の
み
の
運
行
と
し
、
全
線
事
前
予
約

制
と
し
ま
す
。

⑧
生
野
地
域
と
神
河
町
を
結
ぶ
神
姫
グ

リ
ー
ン
バ
ス
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

各
地
域
か
ら
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

行
き
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

［
生
野
地
域
か
ら
］

　

全
但
バ
ス
山
口
・
生
野
線
が
朝
来
医
療

セ
ン
タ
ー
に
直
通
し
ま
す
。

［
和
田
山
地
域
か
ら
］

　

ア
コ
バ
ス
・
全
但
バ
ス
の
各
路
線
が
朝

来
医
療
セ
ン
タ
ー
を
通
り
ま
す
。

　

竹
田
地
区
は
、
こ
れ
ま
で
の
ア
コ
バ
ス

利
用
か
ら
全
但
バ
ス
利
用
に
変
わ
り
ま
す
。

［
山
東
地
域
か
ら
］

　

ア
コ
バ
ス
・
全
但
バ
ス
の
各
路
線
が
朝

来
医
療
セ
ン
タ
ー
を
通
り
ま
す
。

［
朝
来
地
域
か
ら
］

　

全
但
バ
ス
山
口
・
生
野
線
が
朝
来
医
療

セ
ン
タ
ー
に
直
通
し
ま
す
。
周
辺
地
区
か

ら
は
、
新
井
駅
ま
た
は
青
倉
で
ア
コ
バ
ス

か
ら
全
但
バ
ス
に
乗
り
換
え
る
こ
と
で
、

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
に
行
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

朝
来
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.asago.hyogo.jp/  

総
合
政
策
課

☎（
6
7
2
）6
1
1
0

②
朝
日
・
内
海
コ
ー
ス

　

下
戸
～
和
田
山
医
療
セ
ン
タ
ー
間
の
運
行

を
下
戸
～
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
間
の
運
行

に
改
め
ま
す（
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
～
和
田

山
医
療
セ
ン
タ
ー
間
の
運
行
を
取
り
や
め

ま
す
）。
一
部
経
路
を
変
更
し
、
新
岡
と
林

垣
上
に
バ
ス
停
を
新
設
し
ま
す
。
旧
ト
ヨ

ダ
糸
井
店
の
バ
ス
停
は
廃
止
し
ま
す
。

③
岡
・
藤
和
コ
ー
ス

　

竹
田
地
区
内
や
和
田
山
医
療
セ
ン
タ
ー

を
経
由
せ
ず
、
加
都
西
～
安
井
口
間
を

直
行
す
る
よ
う
に
改
め
ま
す
。

④
田
路
・
多
々
良
木
コ
ー
ス

　

立
野
中
～
和
田
山
医
療
セ
ン
タ
ー
間
の

運
行
を
取
り
や
め
ま
す
。
新
井
駅
に
て

全
但
バ
ス
に
接
続
し
、
朝
来
医
療
セ
ン

タ
ー
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

⑤
神
子
畑
・
佐
中
コ
ー
ス

　

沢
消
防
車
庫
前
～
和
田
山
医
療
セ
ン

タ
ー
間
の
運
行
を
取
り
や
め
ま
す
。
新

井
駅
ま
た
は
青
倉
で
全
但
バ
ス
に
接
続

し
、
朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
に
行
き
来
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

⑥
神
子
畑
・
老
波
・
川
上
コ
ー
ス

　

※
一
部
事
前
予
約
制

　

中
八
代
～
上
八
代
間
を
延
伸
し
ま
す
。川
上

～
山
内
集
会
所
間
と
上
八
代
で
乗
車
す
る

場
合
は
、事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

⑦
生
野
西
コ
ー
ス
、
黒
川
コ
ー
ス

　

※
全
線
事
前
予
約
制

　

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

全
但
バ
ス（
朝
来
市
内
の
み
）

①
山
口
・
生
野
線

　
（
生
野
駅
西
口
～
山
口
～
和
田
山
駅
～
八
鹿
駅
）

◆
平
成
26
年
1
月
に
実
施
し
た
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
住
民

の
皆
さ
ん
が「
行
き
た
い
時
間
帯
」に
通

院
・
買
い
物
に
行
け
る
よ
う
、「
病
院
の

受
付
時
間
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
」「
な
る

べ
く
午
前
中
に
買
い
物
に
行
き
来
で
き

る
ダ
イ
ヤ
」を
設
定
し
ま
す
。

◆
医
療
機
関
で
の
診
療
や
商
業
施
設
で
の

買
い
物
に
か
か
る
時
間
を
考
慮
し
、
長

い
時
間
待
た
な
く
て
も
帰
り
の
バ
ス
に

乗
れ
る
よ
う
、
ア
コ
バ
ス
や
路
線
バ
ス

の
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
ま
す
。
朝
来
医
療

セ
ン
タ
ー
で
は
到
着
の
お
お
む
ね
2
時

間
後
、
イ
オ
ン
で
は
到
着
の
お
お
む
ね

1
時
間
後
を
目
安
に「
帰
り
」の
便
を
運

行
し
ま
す
。

　
　

ア
コ
バ
ス
・
路
線
バ
ス
の
経
路
に
つ

い
て
、次
の
よ
う
に
見
直
し
ま
す
。な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
合
政
策
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
時
刻
表
な

ど
の
資
料
を
お
渡
し
し
ま
す
。

 

ア
コ
バ
ス

①
和
田
山
・
山
東
コ
ー
ス

　

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
を
経
由
す
る
と
と

も
に
、
迫
間
地
区
か
ら
朝
来
医
療
セ
ン

タ
ー
へ
の
行
き
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、

循
環
型
の
運
行
に
改
め
ま
す
。
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４～６月は狂犬病予防注射月間です
狂犬病予防注射を受けさせましょう
■問い合わせ先 環境課 ☎６７６－２０８１

湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿
湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿湿

室内犬や猟犬であっても、生後９１日以上経過した全ての

飼い犬は、生涯に一度の登録と年に１回狂犬病予防注射を

受けさせることが、法律で飼い主に義務付けられています。（狂

犬病予防法）

飼い犬の体調の良い日に、できるだけ動物病院で狂犬病予

防注射を受けさせてください。なお、次のとおり集合注射を予定

していますので、ご利用ください。詳しい場所や時間については、

隣保回覧や市ホームページをご覧ください。

※既に犬の登録を行っている飼い主には、個別に通知します。

※登録手続きをまだ行っていない場合は、お問い合わせくださ

い。犬の死亡、飼い主や住所の変更など登録内容に変更が

ある場合は届け出が必要です。（届け出がないと台帳の変

更ができません）

飼い主の皆さんへ「マナーを守りきちんと飼育しましょう」
◎放し飼いはやめて、散歩のときもリードをつけましょう。
◎フンを持ち帰ることは、飼い主の義務です。

きちんと拾ってください。

４月２２日（金）生野地域４月２０日（水）山東地域

５月９日（月）・１０日（火）和田山地域４月２１日（木）朝来地域

在宅で子育てする皆さんを応援します
子育て学習センター会員募集
■問い合わせ先 社会教育課 ☎６７７ー２１１６

市は、在宅での子育てを応援するため、市内４か所で「子

育て学習センター」を開設しています。現在、会員を募集してい

ますので、各センターまでお申し込みください。育児中の仲間と

一緒に学習しながら子育てを楽しみましょう。

◎活動内容

子育て学習会・季節行事…子育ての参考となる学習会や、

親子で楽しむ季節行事の実施。

自由遊び…親子が集い自由に遊び、保護者同士の交流の

場となる日を設けます。

子育て相談…日ごろ気になることなど、一人で悩まずご相

談ください。

◎対 象

自宅で過ごしている０歳～就学前の子どもを持つ人

※参加費無料（活動内容によって実費が必要です）

※申し込みは随時受け付けています。

電 話開設曜日・時間申 込 み 先

☎６７９－４０１０

午前９時～

午後３時５０分

月～金生野子育て学習センター

☎６７２－０１８８火～土和田山子育て学習センター

☎６７６－４６３３火～土山東子育て学習センター

☎６７７－０２０２月～金朝来子育て学習センター
但馬県民局からのお知らせ
和田山庁舎の仮設庁舎への移転について
■問い合わせ先 県朝来農林振興事務所管理課 ☎６７２－６８７４

和田山庁舎本館の耐震工事に伴い、各事務所を約１年間

移転します。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお

願いします。

※移転に伴う各事務所の直通電話番号の変更はありません。
※朝来健康福祉事務所は現在の場所（保健所棟）で業務を
行います。
※現在本館にある朝来健康福祉事務所食品薬務衛生課は、
４月２５日（月）から保健所棟１階で業務を行います。
※移転先の地図等は但馬県民局のホームページに掲載して
います。

業務開始予定日移転先事務所名

４月１８日（月）

仮設土田庁舎
和田山町土田６３７－１
（国道９号土田交差点北１００ｍ）
※仮設プレハブ庁舎

朝来農林振興事務所

朝来土地改良センター

４月２５日（月）

仮設寺谷庁舎
和田山町寺谷７１８－９
（JR和田山駅交差点東２００ｍ）
※駅前通り・借り上げビル２階

朝来農業改良普及センター

上下水道料金のお支払い
口座振替をご利用ください コンビニでの納付もできます
■問い合わせ先 上水道課・環境課 ☎６７６－２０８１

◎安全・安心・便利な口座振替制度（毎月２５日引き落とし）

上下水道料金のお支払いは、口座振替をご利用ください。

口座振替の手続きは、山東庁舎上水道課・環境課、市役

所本庁・各支所、または、市内取扱金融機関窓口に備え付け

の「預金口座振替依頼書」に必要な事項を記入のうえ、金融

機関への届出印を押印し提出してください。

◎コンビニ収納がはじまりました

４月以降お送りする納付書については、これまでの市役所

や金融機関での納付に加え、全国のコンビニエンスストアで

の納付が可能になりました。これからは、休日・夜間を問わず

２４時間いつでも気軽に納付していただけます。

詳しい内容については、お送りする納付書でご確認くださ

い。

朝来市の調査結果（速報値・平成２７年１０月１日現在）は

表のとおりです。この数値は国勢調査の要計表を基に集約し

たものです。今後公表される確定値は、この数値と異なる場

合があります。

また、広報やホームページで公開している住民基本台帳に

よる人口とも数値が異なります。

◆問い合わせ先 総合政策課☎（６７２）６１１０

国勢調査へのご協力ありがとうございました。
世帯数女男人口

11,49716,03914,81630,855平成27年
（速報値）

11,65517,08715,72732,814平成22年
（確定値）

－158－1,048－911－1,959対前回調査比
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田
城
跡

今
年
の
シ
ồ
ズ
ン
開
幕

竹竹竹市
は
竹
田
城
跡
の
今
シ
ồ
ズ
ン
の
開

幕
と
な
るủ
山
開
き
Ứを
ỏ３
月
３
日
に
行

い
ま
し
た
Ố今
シ
ồ
ズ
ン
の
オ
ồ
プ
ン
は
当

初
３
月
１
日
の
予
定
で
し
た
が
ỏ積
雪
の

た
め
延
期
し
て
い
ま
し
た
Ố

３
日
当
日
の
午
前
１０
時
前
に
は
ỏ山

城
の
郷
付
近
の
登
山
道
で
甲
冑
姿
に
ふ

か
ỳ
ち
ỵ
う

ん
し
た
職
員
がἔ
開
門
ἕỏ待
ち
か
ね
て
訪

れ
た
皆
さ
ん
が
ỏさ
ỳ
そ
く
入
城
を
開
始
Ố

ま
た
ỏ大
手
門
下
の
料
金
所
で
は
ỏ先
着

１
０
０
人
の
観
光
客
に
記
念
品
を
手
渡

し
ま
し
た
Ố

今
シ
ồ
ズ
ン
の
竹
田
城
跡
で
は
ỏ本
丸

周
辺
で
保
護
工
事
を
行
い
見
学
路
を
設

置
ỏ約
２
年
３
か
月
ぶ
り
に
本
丸
・
天
守

台
の
見
学
を
再
開
し
て
い
ま
す
Ố

ớ
観
覧
料
金
・
時
間
は
左
記
を
参
照
Ờ

ま
た
ỏ山
開
き
に
あ
わ
せ
ỏＪ
Ｒ
の
臨

時
列
車ủ
天
空
の
城
竹
田
城
跡
号
Ứの
運

転
再
開
ỏ特
急
は
ま
か
ぜ
の
一
部
列
車
の

竹
田
駅
臨
時
停
車
ỏ全
但
バ
ス
のủ
天
空

バ
ス
Ứの
運
転
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

光
の
方
向
性
に
つ
い
て
提
言

竹
田
地
域
ビ
ジ
ἀ
ン
会
議
Ⅱ

観観観市
は
ỏ３
月
１０
日
ỏủ
竹
田
地
域
ビ

ジ
ἀ
ン
会
議
Ⅱ
Ứの
最
終
全
体
会
議
を
ỏ

竹
田
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
セ
ン
タ
ồ
で
行
い
ま
し

た
Ốこ

の
会
議
は
ỏ地
元
や
観
光
関
連
事

業
者
・
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ỏ

竹
田
城
跡
と
そ
の
周
辺
地
域
の
観
光
の

魅
力
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え

よ
う
と
ỏ神
戸
新
聞
社
パ
ồ
ト
ナ
ồ
セ

ン
タ
ồ
の
協
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
Ố

冬
季
閉
山
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
た

昨
年
度
に
続
き
２
回
目
の
開
催
で
す
Ố

今
回
は
ỏ昨
年
の
１０
月
か
ら
約

１０

５０
人

の
皆
さ
ん
が
メ
ン
バ
ồ
と
し
て
ỏ全
体
会

議
で
の
協
議
を
は
じ
め
ỏủ
観
光
ル
ồ

ト
Ứủ
グ
ル
メ
Ứủ
広
報
・
Ｐ
Ｒ
Ứの
３
つ
の

分
科
会
で
そ
れ
ぞ
れ
議
論
を
深
め
て
い

き
ま
し
た
Ố

当
日
は
ỏそ
の
ま
と
め
と
な
る
最
終
の

全
体
会
議
で
ỏ分
科
会
で
話
し
合
わ
れ

た
結
果
か
ら
提
言
・
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
Ố

観
光
ル
ồ
ト
部
会
で
は
ỏ竹
田
地
域

の
ま
ち
歩
き
な
ど
に
主
眼
を
置
い
た
観

光
ル
ồ
ト
を
検
討
Ố全
市
で
統
一
し
た

竹
田
地
域
の
観
光
マ
ỽ
プ
の
作
成
ỏ
観

光
ス
ポ
ỽ
ト
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
な
ど

の
編
集
・
書
籍
化
ỏ景
観
の
統
一
性
の

向
上
な
ど
と
い
ỳ
た
提
言
が
行
わ
れ
ま

し
た
Ố

グ
ル
メ
部
会
で
は
ỏ竹
田
地
域
を
中

心
に
し
た
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
を
検

討
Ốủ
本
物
で
あ
る
Ứと
思
え
る
メ
ニ
ỿ
ồ

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
重
要
視
Ố朝
来
市
の

特
産
品
で
あ
るủ
岩
津
ね
ぎ
Ứと
ỏ竹
田

城
跡
を
イ
メ
ồ
ジ
す
るủ
雲
海
Ứを
結
び

つ
け
ỏứ
雲
海
ぐ
る
め
Ừと
し
て
ỏ
岩
津
ね

ぎ
と
但
馬
の
特
産
品
を
生
か
し
た
期
間

限
定
メ
ニ
ỿ
ồ
を
ỏ３
月
中
に
市
内
の
５

店
舗
で
販
売
を
行
ỳ
た
こ
と
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
Ố

広
報
・
Ｐ
Ｒ
部
会
で
は
ỏ情
報
発
信

の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
Ố情
報
を
求
め
る

観
光
客
の
皆
さ
ん
へ
ỏ的
確
に
伝
え
る
手

段
と
し
て
ỏ観
光
に
つ
い
て
の
情
報
を

ポ
ồ
タ
ル
サ
イ
トủ
あ
さ
ぶ
ら
Ứに
集
約

す
る
こ
と
で
窓
口
の
一
本
化
を
図
る
こ
と
Ố

ま
た
ỏ市
民
の
皆
さ
ん
へ
竹
田
城
跡
の
情

報
を
積
極
的
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
ỏな

ど
の
研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
Ố

こ
れ
ら
の
提
言
・
報
告
は
ỏ
委
員
の
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
も
と
に
さ
ら
に
調

整
が
行
わ
れ
ỏ市
へ
提
出
さ
れ
る
こ
と
と

な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

会議のようす

竹田城跡観覧料金・時間
◆観覧料金 大人（高校生以上）500円※中学生以下無料
◆観覧時間

◆その他 1,000円で4月1日から翌年の3月31
日まで何度でも（悪天候時等・冬期閉鎖期間を除く）
入城いただける年間パスポートも販売しています。
※最新情報はホームページ等でご確認ください
◆問い合わせ先 竹田城課 ☎（672）6141

竹田城跡ライトアップ
朝来市商工会は春の観光シーズンにあわせ、竹田
城跡のライトアップを実施しています。
◆期間 ３月26日（土）～４月17日（日）

４月29日（金）～５月8日（日）
◆点灯時間 午後７時～10時
◆問い合わせ先 朝来市商工会 ☎（672）2362

観覧時間期 間
午前８時～午後６時
（最終登城午後５時３０分）

３月１日～５月３１日

午前６時～午後６時
（最終登城午後５時３０分）

６月１日～８月３１日

午前４時～午後５時
（最終登城午後４時３０分）

９月１日～１１月３０日

午前１０時～午後２時
（最終登城午後１時）

１２月１日～翌年１月３日

見学路を設けた本丸・天守台付近
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イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
Ốこ
の
機
能
は

世
界
各
地
の
人
々
の
意
志
や
重
要

な
情
報
を
自
分
以
外
の
個
人
と
結

び
つ
け

ま

す
Ốま

た
ỏＳ

Ｎ

Ｓ

ớ
ソ
ồ
シ
Ỿ
ル
・
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
キ
ン

グ
・
サ
ồ
ビ
ス
Ờに
よ
ỳ
て
か
つ
て
の

同
窓
生
と
の
縁
が
復
活
し
た
り
ỏ

生
活
の
知
識
に
関
す
る
情
報
を
交

換
し
た
り
ộ
は
た
目
に
は
生
活
に

豊
か
さ
が
増
し
た
よ
う
に
み
え
ま

す
Ốし

か
し
ỏそ
の
安
易
さ
ゆ
え
に
ỏ

時
に
は
大
切
な
人
を
傷
つ
け
ỏ
悲

し
い
事
件
が
起
き
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
Ốそ
れ
は
ỏや
り
取
り

の
な
か
で
放
た
れ
たủ
コ
ト
バớ
コ

ト
ダ
マ
ỜỨに
傷
つ
き
ỏ互
い
の
思
い

を
誤
解
し
て
し
ま
う
か
ら
Ốそ
れ
で

も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ồ
ル
に
よ
る
や
り

取
り
が
盛
ん
な
の
は
ỏ誰
も
がủ
言

葉
の
や
り
取
り
に
よ
ỳ
て
励
ま
さ

れ
た
い
ỏ幸
せ
に
な
り
た
い
Ứと
い

う
本
心
を
抱
い
て
い
る
た
め
で

し
Ỷ
う
Ố
今
回
は
ỏそ
の
よ
う
な
気

持
ち
を
再
認
識
で
き
る
江
戸
時
代

の
手
紙
２
通
を
紹
介
し
ま
す
Ố

と
こ
ろ
で
ỏ
江
戸
時
代
の
手
紙
は
ỏ

大
変
高
額
な
費
用
で
運
ば
れ
て
い

ま
し
た
Ố輸
送
に
あ
た
ỳ
て
は
ỏ公

用
の
飛
脚
・
私
用
の
飛
脚
の
ほ
か
ỏ

陸
路
や
水
運
で
遠
方
へ
出
掛
け
る

人
へ
託
す
な
ど
の
方
法
が
と
ら
れ

ま
し
た
Ốし
か
も
ỏリ
レ
ồ
方
式
で

あ
ỳ
た
た
め
ỏ
必
ず
送
り
先
に
届
く

保
証
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
Ốそ

れ
で
も
届
け
た
い
手
紙
に
は
ỏ慎

重
に
選
ん
だ
言
葉
を
用
い
ỏ悲
痛

な
ま
で
の
願
い
や
思
い
や
り
を
綴
ỳ

つ
づ

た
よ
う
で
す
Ố

本
題
に
戻
り
ま
し
Ỷ
う
Ố今
回

紹
介
す
る
手
紙
は
ỏ水
月
院
ớ
和
田

山
町
野
村
Ờの
襖
の
下
貼
り
に
な
ỳ

ふ
す
ま

て
い
た
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
ま
し

た
Ố書
き
主
は
小
山

こ

や

ま

弥
兵
衛
と

や

へ

え

全
鏡
Ố手
紙
の
内
容
は
次
の
と
お

ぜ
ん
き
Ỷ
う

り
で
す
Ố

①
弥
兵
衛
と
全
鏡
が
東
河
に
い
る

小
山
次
郎
右
衛
門ớ
弥
兵
衛
の
息

じ

ろ

う

え

も

ん

子
・
全
鏡
の
父
Ờに
宛
て
た
手
紙
Ố
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第101回

手手手 紙紙
～小山弥兵衛・全鏡関係文書～小山弥兵衛・全鏡関係文書～～

広報朝朝朝来来来

急
バ
ス
の
朝
来
市
ラ
ỽ
ピ
ン
グ

デ
ザ
イ
ン
一
新

特特特市
は
ỏ但
馬
と
大
阪
間
で
運
行
さ
れ

て
い
る
全
但
特
急
バ
ス
の
ラ
ỽ
ピ
ン
グ
広

告
を
リ
ニ
ỿ
ồ
ア
ル
し
ま
し
た
Ố

平
成
２２
年
７
月
か
ら
ỏ市
で
は
ỏ全
但

特
急
バ
ス
で
運
行
さ
れ
て
い
る
車
両
１

台
に
ỏ竹
田
城
跡
や
生
野
銀
山
な
ど
を

車
体
３
面
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
広
告
を
掲

出
し
ỏ観
光
で
の
ア
ピ
ồ
ル
を
進
め
て
き

ま
し
た
Ố

今
回
の
リ
ニ
ỿ
ồ
ア
ル
は
ỏ以
前
の
実

施
か
ら
５
年
を
経
過
し
た
こ
と
か
ら
ỏさ

ら
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
高
め
よ
う
と
行
ỳ
た

も
の
Ố地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
篠
原

し
の
は
ら

諒
太

り
Ỷ
う
た

隊
員
が
ỏ朝
来
市
のủ
朝
Ứの
イ
メ
ồ
ジ
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
ỏ竹
田
城
跡
や
生
野
の
町

並
み
ỏ生
野
銀
山
ỏ神
子
畑
選
考
場
跡

な
ど
を
モ
チ
ồ
フ
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま

す
Ố

バスは３月１２日から毎日１往復運行されています

気
自
動
車
の
無
償
貸
与
を
受
け
ま
し
た

電電電日
産
自
動
車
が
実
施
し
て
い
るủ
Ｅ
Ｖ

を
も
ỳ
と
身
近
に
！
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
Ứと
し
て
ỏ

市
は
電
気
自
動
車ớ
ｅ－

Ｎ
Ｖ
２
０
０
Ờ

の
３
年
間
無
償
貸
与
を
受
け
ま
し
た
Ố

こ
れ
は
ỏ電
気
自
動
車
普
及
に
よ
る
低

酸
素
社
会
の
実
現
へ
向
け
ỏよ
り
よ
い
街

づ
く
り
や
行
政
課
題
解
決
の
一
助
と
な

る
活
用
方
法
を
考
案
し
た
自
治
体
へ
向

け
行
わ
れ
て
い
る
も
の
Ố３
月
１６
日
に
は
ỏ

市
役
所
本
庁
西
館
前
で
受
け
渡
し
式
を

実
施
Ố近
畿
日
産
株
式
会
社
執
行
役
員

の
渡
辺

わ
た
な
べ

俊
之

と
し
ゆ
き

さ
ん
か
ら
ỏ多
次

た

じ

勝
昭
市

か
つ
あ
き

長
へ
レ
プ
リ
カ
キ
ồ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
Ố

貸
与
を
受
け
た
の
は
５
人
乗
り
の
ワ
ゴ

ン
車
ỏ市
で
は
ỏ主
に
防
災
安
全
課
が
使

用
Ốバ
ỽ
テ
リ
ồ
か
ら
の
電
気
で
ỏ災
害
時

の
緊
急
電
源
や
夜
間
訓
練
時
の
電
源
と

し
て
活
用
す
る
予
定
で
す
Ố

多次市長（左）と渡辺執行役員（右）
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め
ぐ
り
逢
い
の
喜
び
に
満
ち
溢
れ

あ

あ
ふ

る
二
人
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
ま

す
Ốま
たủ
老
年
の
拙
者
も
全
鏡
ま

で
も
大
悦

た

い

え

つ

に
存
じ
奉
り
ộ
Ứと
い
う

た
て
ま
つ

言
葉
か
ら
ỏそ
の
文
が
弥
兵
衛
の

筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
分
か
り

ま
す
Ố弥
兵
衛
の
生
存
を
実
体
と

し
て
感
じ
ら
れ
る
こ
の
手
紙
は
ỏ次

郎
右
衛
門
に
と
ỳ
て
特
別
な
宝
物

だ
ỳ
た
で
し
Ỷ
う
Ố

②
全
鏡
が
弥
兵
衛
に
宛
て
た
手
紙
Ố

年
老
い
た
祖
父
の
健
康
を
気
遣
う

優
し
い
思
い
が
溢
れ
て
い
ま
す
Ốが
ỏ

な
ぜ
水
月
院
に
あ
る
の
で
し
Ỷ
う
Ố

弥
兵
衛
亡
き
後
ỏ全
鏡
が
持

ち
帰
ỳ
た
の
か
ỏ
あ
る
い
は
ỏ

届
け
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
ỳ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
Ố

現
在
ỏこ
の
２
通
の
手
紙

は
ỏ全
鏡ớ
心
諒
尼
Ờの
生
涯

し

ん

り

Ỷ

う

に

を
記
録
し
た
２
通
の
伝
記

ớủ
西
村
文
書
ỨỜと
と
も
に
ỏ

ひ
と
つ
の
巻
物
と
し
て
仮
表

装
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

市
教
育
委
員
会
は
ỏ弥
兵

衛
・
全
鏡
と
二
人
を
と
り
ま

く
人
々
の
思
い
を
伝
え
る
こ

の
史
料
の
重
要
性
か
ら
ỏこ
れ

ら
一
連
の
手
紙
・
伝
記
を
朝

来
市
が
守
り
伝
え
て
い
く
べ

き
財
産ủ
小
山
弥
兵
衛
・
全

鏡
関
係
文
書
Ứと
し
て
３
月
２２
日

付
け
で
朝
来
市
文
化
財
と
し
て
指

定
を
行
い
ま
し
た
Ố

な
お
ỏこ
の
文
書
は
朝
来
市
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ồủ
古
代
あ
さ

ご
館
Ứに
て
５
月
１５
日
１５

（日）
ま
で
公

開
し
て
い
ま
す
Ố

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
観
覧
い
た

だ
き
ỏ
二
人
の
愛
情
と
と
も
に
ỏ
自

ら
の
心
か
ら
放
た
れ
る
文
字
や
声

の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
Ố

ớ
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
Ờ

来
市
安
心
見
守
り
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク
事
業

対
象
事
業
所
を
拡
大

朝朝朝市
は
ỏ２
月
２４
日
ỏ新
た
に

２４

５３
の
事
業

所
とủ
朝
来
安
心
見
守
り
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク

事
業
Ứの
協
定
調
印
を
行
い
ま
し
た
Ố

こ
の
事
業
は
ỏ平
成
２６
年
４
月
か
ら
ỏ

朝
来
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ồ
が

主
体
と
な
ỳ
て
推
進
し
て
い
る
も
の
で
す
Ố

市
内
で
も
ỏ高
齢
化
や
核
家
族
化
に

伴
ỳ
て
独
居
・
高
齢
者
の
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
ỏ高
齢
者
等

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
住
民
が
住
み
慣

れ
た
場
所
で
安
心
し
て
在
宅
生
活
を
続

け
る
た
め
ỏ普
段
の
生
活
の
中
で
高
齢

者
等
の
見
守
り
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
や
宅
配
事
業
所

３９
か
所
に
加
え
ỏ新
た
に
事
業
に
参
画
す

る
の
は
ỏ新
聞
販
売
ỏコ
ン
ビ
ニ
ỏス
ồ
パ
ồ
ỏ

配
食
サ
ồ
ビ
ス
ỏガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
ỏバ

ス
・
タ
ク
シ
ồ
会
社
等
の
事
業
所
で
す
Ố

保
拠
点
施
設
で
三
年
連
続
の
産
卵

初
放
鳥
のủ
あ
さ
ひ
Ứは
徳
島
県
で
産
卵

三三三３
月
１５
日
ỏ山
東
町
三
保
の
拠
点
施

設
で
ỏ県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園ớ
豊
岡

市
Ờの
職
員
に
よ
ỳ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
産
卵

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
Ố

三
保
の
拠
点
施
設
で
は
ỏ平
成
２４
年

１０
月
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
営
巣
地
域
拡
大

へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
Ố産

卵
は
ỏ同
施
設
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ペ
ア
に

よ
る
も
の
で
ỏ３
年
連
続
と
な
り
ま
し
た
Ố

ま
た
ỏ平
成
２５
年
５
月
に
三
保
で
初

め
て
誕
生
し
ỏ７
月
に
放
鳥
さ
れ
た
２
羽

の
う
ち
メ
ス
のủ
あ
さ
ひ
Ứが
ỏ豊
岡
市
出

石
町
か
ら
巣
立
ỳ
た
オ
ス
と
ペ
ア
を
つ
く
り
ỏ

徳
島
県
鳴
門
市
で
定
着
・
営
巣
Ố３
月

２２
日
に
産
卵
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
Ố昭
和
４６
年
に
国
内
の
野
生
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
絶
滅
後
ỏ但
馬
地
域
と
そ
の
周
辺
部

以
外
の
野
外
で
の
産
卵
は
国
内
初
で
す
Ố産卵した三保拠点施設の親鳥（写真・県立コウノトリの郷公園提供） 新規に加わる事業所の代表と協定調印を行いました

【写真】「小山弥兵衛・全鏡関係文書（一部）」（朝来市指定文化財）
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歌声を響かせた全体合唱

２
月
２８
日
ỏ和
田
山
ジ
ỿ
ピ
タ
ồ

ホ
ồ
ル
でủ
第
２
回

朝
来
市
合
唱
祭
Ứ

が
開
か
れ
ま
し
た
Ố

こ
れ
は
ỏ一
昨
年
に
発
足
し
た
朝
来

市
コ
ồ
ラ
ス
連
盟
が
主
催
す
る
も
の
Ố市

内
の
合
唱
団
体
が
集
ま
り
ỏ日
ご
ろ
の

練
習
成
果
を
発
表
し
あ
い
交
流
を
深

め
よ
う
と
ỏ昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
Ố

２
回
目
と
な
る
今
回
は
１０
団
体
が

出
演
ỏ各
団
体
が
ホ
ồ
ル
に
詰
め
掛
け

た
皆
さ
ん
を
前
に
美
し
い
歌
声
を
披
露

し
た
ほ
か
ỏủ
朝
来
市
の
歌
Ứの
全
体
合

唱
も
あ
り
ま
し
た
Ố

ん
が
考
案
し
たủ
し
Ỵ
ぶ
し
Ỵ
ぶ
餅
Ứな

ど
の
販
売
も
あ
り
ỏこ
ち
ら
も
人
気
を
集

め
て
い
ま
し
た
Ố

３
月
５
日
ỏ矢
名
瀬
の
中
町
公
民

館
周
辺
でủ
や
な
せ
の
ひ
な
祭
り
Ứが
行

わ
れ
ま
し
た
Ố

こ
の
祭
り
は
ỏ梁
瀬
地
域
自
治
協
議

会
が
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る

も
の
Ố当
日
は
ỏや
な
せ
保
育
園
の
子
ど

も
た
ち
の
作
品
や
ỏ地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
手
作
り
の
ひ
な
人
形
ỏ江
戸
時
代
の

貴
重
な
御
殿
飾
り
び
な
な
ど
が
披
露

さ
れ
ỏ訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
Ố

ま
た
ỏ梁
瀬
の
良
い
と
こ
再
発
見
フ
Ỽ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
展
示
ỏ岩
津
ね

ぎ
や
但
馬
牛
を
使
ỳ
たủ
す
き
す
き
丼
Ứỏ

手
づ
く
り
工
房
マ
ン
マ
・
ミ
ồ
ア
の
皆
さ

春春
の
訪
れ
を
告
げ
る
ộ
ủ
や
な
せ
の
ひ
な
祭
り

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
ộ
ủ
や
な
せ
の
ひ
な
祭
り
ỨỨ

江戸時代の御殿飾りびな

３
月
３
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
ỏ
生

野
の
口
銀
谷
・
奥
銀
谷
地
域
でủ
銀
谷

の
ひ
な
祭
り
Ứが
開
か
れ
ま
し
た
Ố

鉱
山
町
の
風
情
と
と
も
に
ỏ
玄
関
先

な
ど
に
飾
ら
れ
た
ひ
な
人
形
を
見
て
歩

き
な
が
ら
ỏ
春
の
訪
れ
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
す
る
こ
の
催
し
Ố
今
回
も
ỏ両
地

域
で
約
１
５
０
軒
の
民
家
や
商
店
ỏ観

光
施
設
な
ど
で
ỏひ
な
人
形
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
Ố

ま
た
ỏ祭
り
の
開
催
に
あ
わ
せ
ỏス
タ

ン
プ
ラ
リ
ồ
や
生
野
紅
茶
サ
ロ
ン
ỏミ
ニ

コ
ン
サ
ồ
ト
な
ど
の
催
し
も
開
か
れ
ỏ期

間
中
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
Ố

まちじゅうでひな祭り（朝来市旧生野鉱山職員宿舎）

第第
２
回
朝
来
市
合
唱
祭
を
開

第
２
回
朝
来
市
合
唱
祭
を
開
催催

鉱鉱
山
町
の
風
情
と
と
も
に
楽
し
む
ủ
銀
谷
の
ひ
な
祭
り

鉱
山
町
の
風
情
と
と
も
に
楽
し
む
ủ
銀
谷
の
ひ
な
祭
り
ỨỨ

３
月
３
日
ỏ山
城
の
郷
で
ỏủ
た
け

じ
ữ
顔
出
し
パ
ネ
ル
贈
呈
式
Ứが
行
わ
れ

ま
し
た
Ố

こ
れ
は
ỏ竹
田
城
跡
の
イ
メ
ồ
ジ
キ
Ỿ

ラ
ク
タ
ồủ
た
け
じ
ữ
Ứを
通
じ
て
ỏ観
光

客
の
皆
さ
ん
に
記
念
撮
影
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
で
ỏ地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
て

よ
う
と
ỏ朝
来
市
商
工
会
青
年
部
が
中

心
と
な
り
設
置
し
た
も
の
で
す
Ố

パ
ネ
ル
は
中
央
にủ
た
け
じ
ữ
Ứが
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
ỏそ
の
両
脇
に
顔
の
部
分
を

丸
く
開
け
た
お
殿
様
・
お
姫
様
の
絵
が

描
か
れ
て
い
ま
す
Ố

関
係
者
な
ど
約
２０
人
が
参
加
し
た

式
で
は
ỏ同
青
年
部
長
の
太
田
康
彦
さ

お

お

た

や

す

ひ

こ

んớ
川
原
町
区
Ờか
ら
多
次
勝
昭
市
長

た

じ

か

つ

あ

き

観観
光
の
思
い
出
に
山
城
の
郷
にủ
た
け
じ
ữ
Ứの
顔
出
し
パ
ネ

観
光
の
思
い
出
に
山
城
の
郷
にủ
た
け
じ
ữ
Ứの
顔
出
し
パ
ネ
ルル

に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
ほ
か
ỏ太
田
さ

ん
がủ
観
光
客
の
思
い
出
づ
く
り
な
ỳ
て

ほ
し
い
Ứと
あ
い
さ
つ
Ốさ
ỳ
そ
く
ỏ撮
影
を

楽
し
む
人
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
Ố撮影を楽しむ観光客

16広報朝朝来来来
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竹
田
小
学
校
で
ỏ樹
勢
回
復
処
置

を
進
め
て
い
た
ク
ロ
マ
ツ
の
根
元
か
ら
ỏ

植
樹
記
念
の
石
碑
が
見
つ
か
り
ま
し
た
Ố

同
校
の
校
庭
に
は
ク
ロ
マ
ツ
の
老
木

３
本
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
ỏそ
の

う
ち
２
本
が
衰
え
危
険
な
状
態
で
あ
ỳ

た
た
め
伐
採
Ố残
り
の
１
本
は
樹
木
医

に
よ
る
回
復
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
Ố

石
碑
は
ỏそ
の
根
元
の
深
さ
約
５０
₉

付
近
か
ら
見
つ
か
り
ỏ高
さ
は
約
９０
₉
Ố

ủ
明
治
三
十
三
年
Ứủ
紀
念
樹
Ứủ
卒
業

生
Ứな
ど
の
文
字
が
あ
り
ỏク
ロ
マ
ツ
の

樹
齢
も
明
ら
か
に
Ố同
校
で
は
ỏ今
後
ỏ

石
碑
の
公
開
も
計
画
し
て
い
ま
す
Ố

竹竹
田
小
学
校
ク
ロ
マ
ツ
の
根
元
か
ら
記
念
碑
発

竹
田
小
学
校
ク
ロ
マ
ツ
の
根
元
か
ら
記
念
碑
発
見見

銀銀
の
馬
車
道
ラ
ỽ
ピ
ン
グ
列
車
フ
Ỽ
ト
コ
ン
ク
ồ

銀
の
馬
車
道
ラ
ỽ
ピ
ン
グ
列
車
フ
Ỽ
ト
コ
ン
ク
ồ
ルル

３
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
期
間
ỏ

イ
オ
ン
和
田
山
店
内
エ
ス
タ
専
門
店

街
でủ
第
１５
回ứ
農
Ừ絵
画
コ
ン
ク
ồ
ル

作
品
展
Ứが
行
わ
れ
ま
し
た
Ố

こ
の
催
し
は
ỏ兵
庫
県
農
業
共
済
組

合
連
合
会
が
ỏ県
内
の
小
学
３
・
４
年

生
を
対
象
に
ỏ農
作
業
風
景
や
農
村

風
景
な
ど
を
テ
ồ
マ
に
作
品
を
募
ỳ

た
も
の
Ố今
回
は
ỏそ
の
な
か
で
朝
来

市
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
８２
点
の
ほ
か

１
５
４
点
が
展
示
さ
れ
ỏ農
作
業
を

す
る
家
族
の
よ
う
す
や
ỏ野
菜
や
花
な

ど
が
描
か
れ
た
作
品
に
ỏ訪
れ
た
人
た

ち
は
見
入
ỳ
て
い
ま
し
た
Ố

身身
近
なứ
農
Ừを
子
ど
も
た
ち
が
絵
画
で
表

身
近
なứ
農
Ừを
子
ど
も
た
ち
が
絵
画
で
表
現現

楽しい作品の数々が展示されました

伝伝
統
の
神
事
ủ
百
手
祭

伝
統
の
神
事
ủ
百
手
祭
ỨỨ

クロマツの根元に埋められていた石碑

し
た
Ố

こ
の
コ
ン
ク
ồ
ル
は
ỏ同
協
議
会
が
ỏ

銀
の
馬
車
道
の
沿
線
名
所
を
紹
介
し

よ
う
と
ỏＪ
Ｒ
播
但
線
の
車
両
・
４
編

成
に
ラ
ỽ
ピ
ン
グ
広
告
を
出
し
て
き
た

こ
と
か
ら
ỏ
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
Ố

４
回
目
と
な
る
今
回
は
ỏ

４
号
車
と
沿
線
の
風
景
を

対
象
に
ỏ４３
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
Ố鵤
さ
ん
の
作

品
は
ỏ竹
田
城
跡
を
背
景

に
豊
か
な
緑
の
な
か
を
向

か
ỳ
て
く
る
列
車
が
写
し

出
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

銀
の
馬
車
道
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク
協
議
会

が
実
施
し
た
ỏủ
ラ
ỽ
ピ
ン
グ
列
車
４
号

車
フ
Ỽ
ト
コ
ン
ク
ồ
ル
Ứで
ỏ鵤
幹
さ
ん

い
か
る
が
つ
よ
し

ớ
竹
田
中
町
Ờの
作
品ủ
山
麓
を
進
む
Ứ

が
最
優
秀
と
な
る
金
賞
を
受
賞
し
ま

３
月
２０
日
ỏ久
留
引
の
熊
野
神
社

で
伝
統
の
神
事ủ
百
手
祭
Ứが
行
わ
れ

も

も

て

ま
し
た
Ố

こ
の
祭
り
は
ỏ疫
病
退
散
や
豊
作
を

願
う
も
の
で
鎌
倉
時
代
以
前
に
起
源

を
持
つ
と
も
い
わ
れ
ỏ現
在
は
彼
岸
の

中
日
に
あ
た
る
春
分
の
日
に
執
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
Ố

参
加
し
た
氏
子
の
皆
さ
ん
約
２５
人
は
ỏ

同
区
の
公
民
館
で
火
打
ち
石
と
水
杯
で

身
を
清
め
神
社
へ
Ốこ
の
日
ỏ女
人
禁
制

と
な
ỳ
た
境
内
で
は
ỏ篭
堂
か
ら

こ
も
り
ど
う

裃
姿
の

か
み
し
も

百
手
役
・
神
主
役
の
２
人
が
ỏ裏
側
に

鬼
と
書
か
れ
た
約
１
ἇ
四
方
の
的
を
射

抜
き
ỏ
続
い
て
約
２０
ἇ
ほ
ど
離
れ
た
場

所
に
置
か
れ
た
２０
Ỗ
２０

３０
₉
ほ
ど
の
的
を

め
が
け
て
矢
を
放
ち
ま
す
Ố的
は
全
部

で
５
つ
あ
り
ỏ氏
子
の
皆
さ
ん
が
交
代
で

弓
を
引
き
ỏ今
年
は
１
時
間
半
ほ
ど
で

す
べ
て
の
的
が
射
抜
か
れ
ま
し
た
Ố

鵤幹さんの作品「山麓を進む」

真剣なまなざしで矢を放ちます

▲■
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市
は
ỏ青
少
年
の
健
全
育

成
の
一
環
と
し
て
ỏ青
少
年

ス
ポ
ồ
ツ
・
文
化
活
動
団
体

に
対
し
て
補
助
を
行
ỳ
て
い

ま
す
Ố

▽
対
象
団
体

◎
過
去
３
年
以
上
に
わ
た

り
活
動
実
績
が
あ
り
ỏ現

に
活
動
し
て
い
る
Ố

◎
代
表
者
ỏ会
計
等
が
お

か
れ
組
織
と
し
て
機
能
し
て

お
り
ỏ将
来
も
継
続
し
て
活

動
を
行
う
見
込
み
が
あ
る
Ố

◎
朝
来
市
に
在
住
し
て
い

る
ỏ児
童
・
生
徒
の
相
当
数

ớ
半
数
以
上
Ờを
も
ỳ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
Ố

◎
相
当
金
額
の
活
動
費
を

要
し
て
い
る
ỏま
た
は
ỏ相

当
金
額
の
活
動
費
を
要
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
Ố

◎
役
員
ỏ指
導
者
が
ボ
ラ

ン
テ
ỹ
ア
で
活
動
し
ỏ営
利

を
目
的
と
せ
ず
青
少
年
の

ス
ポ
ồ
ツ
・
文
化
の
振
興
と

健
全
育
成
を
目
的
と
し
て

い
る
Ố

▽
補
助
内
容

◎
年
間
活
動
補
助

◎
県
大
会
等
へ
出
場
す
る

際
の
旅
費
補
助

◎
体
育
施
設
等
使
用
料
の

減
免

▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

☎ớ
６
７
７
Ờ２
１
１
６

朝
来
市
ケ
ồ
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
は
ỏケ
ồ
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
基

本
料
を
減
免
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
Ố

要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
ỏ申
請
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
Ố

▽
要
件

◎
全
額
免
除

①
生
活
保
護
法
の
規
定
に

よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
加

入
者

◎
半
額
免
除

②
市
内
に
住
居
は
あ
る
が
ỏ

居
住
を
常
と
し
て
い
な
い
加

入
者

③
７０
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
で
ỏ平
成
２８
年
度
の
市
民

税
が
非
課
税
の
加
入
者

④
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
ỳ
て
い
る
人
の
う
ち
ỏ視
覚

障
害
ま
た
は
聴
覚
障
害
に

該
当
し
ỏか
つ
当
該
障
害
者

がủ
主
た
る
生
計
維
持
者
Ứ

で
あ
る
加
入
者

⑤
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
ỳ
て
い
る
人
の
う
ち
ỏ障
害

等
級
１
級
ま
た
は
２
級
に

該
当
し
ỏか
つ
当
該
障
害
者

がủ
主
た
る
生
計
維
持
者
Ứ

で
あ
る
加
入
者

※ủ
主
た
る
生
計
維
持
者
Ứ

と
は
ỏ平
成
２７
年
の
収
入
が

世
帯
の
中
で
最
も
高
い
人
を

指
し
ま
す
Ố

※
収
入
や
課
税
の
要
件
等

に
よ
ỳ
て
減
免
に
該
当
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
Ố

※
Ｃ
Ｓ
有
料
放
送
等
ỏ追
加

サ
ồ
ビ
ス
料
金
に
は
免
除
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố

▽
申
請
窓
口

朝
来
市
ケ
ồ
ブ
ル
テ
レ
ビ

セ
ン
タ
ồ
ỏ市
役
所
本
庁
西

館
市
民
課
ỏ各
支
所
地
域

振
興
課

▽
問
い
合
わ
せ
先

ケ
ồ
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ồ

☎ớ
６
７
７
Ờ１
０
４
４

市
は
ỏ平
成
２７
年
７
月

か
ら
８
月
に
か
け
て
ỏ無
作

為
抽
出
の
２０
歳
以
上
の
市

民
２
千
人
を
対
象
にủ
人

権
に
つ
い
て
の
市
民
意
識
調

査
Ứを
実
施
し
ỏこ
の
た
び
ỏ

調
査
結
果
を
報
告
書
に
ま

と
め
ま
し
た
Ố

調
査
結
果
は
ỏこ
れ
か
ら
の

朝
来
市
で
の
人
権
教
育
啓
発

や
ỏ男
女
共
同
参
画
施
策
の

効
果
的
か
つ
積
極
的
な
取
り

組
み
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
Ố

※
報
告
書
は
ỏ市
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ồ
ド
で
き

ま
す
Ốま
た
ỏ市
役
所
本
庁

西
館
人
権
推
進
課
ỏ各
支

所
地
域
振
興
課
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
Ố

▽
問
い
合
わ
せ
先

人
権
推
進
課

☎ớ
６
７
２
Ờ６
１
２
２

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

ケ
ồ
ブ
ル
テ
レ
ビ
基
本
料
の

減
免
に
つ
い
て

春の全国交通安全運動
期間４月６日（水）～１５日（金）交通死亡事故ゼロを目指す日４月１０日（日）

～交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけよう～
運動の基本 子どもと高齢者の交通事故防止
朝来警察署・朝来市交通安全対策協議会

青
少
年
ス
ポ
ồ
ツ

文
化
活
動
団
体
へ
の
補
助

ủ
人
権
に
つ
い
て
の
市
民
意
識
調
査
Ứ

結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た

《入院時食事療養費の見直しについ《入院時食事療養費の見直しについてて》》
【入院したときの食事代の自己負担額が見直されます】

入院と在宅療養の負担の公平を図るため、平成２８年４

月１日から、国民健康保険や後期高齢者医療に加入して

いる人が入院したときの食事代の自己負担額（入院時食事

療養費）について、段階的に見直されることになりました。

◎入院したときの食事代の負担額

※②は、今回の改正に伴い、新たに設けられた区分です。

※③と④に該当する人の負担額に変更はありません。

第第1１７第1１７回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先
市民課☎６７２－６１２０ 生野支所地域振興課☎６７９－２２４０
山東支所地域振興課☎６７６－２０８０ 朝来支所地域振興課☎６７７－１１６５

一食あたり
所得区分

４月１日以降現行

３６０円
（平成３０年４月１日以降４６０円）

２６０円
① 一般加入者、７０歳以上現役並み所得者

２６０円② ③、④に該当しない指定難病患者

２１０円過去１年間の入院
期間が９０日以内③

住民税非課税
世帯に属する人 １６０円過去１年間の入院

期間が９０日超

１００円
④
住民税非課税世帯で、世帯員全ての所得
が一定の基準に満たない７０歳以上の人
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兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

は
ỏ特
別
企
画
展ủ
歴
史
を

い
ろ
ど
る
群
像－

館
蔵
コ
レ

ク
シ
ἀ
ン
に
み
る－

Ứを
開
催

し
ま
す
Ố

▽
会
場

県
立
歴
史
博
物

館ớ
姫
路
市
本
町
Ờ

▽
会
期

４
月
２３
日
２３

（土）
Ỗ

６
月
１９
日
１９

（日）
ま
でớ
月
曜
休

館
Ờ

▽
観
覧
料
金

大
人
５
０

０
円
ỏ大
学
生
３
５
０
円
ỏ

高
校
生
２
５
０
円
ỏ小
・
中

学
生
無
料

▽
内
容

県
立
歴
史
博
物

館
が
３０
年
余
り
に
わ
た
ỳ
て

収
集
し
て
き
た
資
料
の
中
か

ら
ỏ歴
史
的
な
人
物
や
場

面
を
描
い
た
資
料
を
中
心

に
紹
介
Ố

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
立
歴
史
博
物
館

☎
０
７
９ớ
２
８
８
Ờ９
０
１
１

但
馬
長
寿
の
郷
はủ
カ
ブ

ト
ム
シ
探
検
隊
パ
ồ
ト
１
Ứ

を
開
催
し
ま
す
Ố

▽
日
時

５
月
１
日
（日）
ỏ

午
前
１１
時
Ỗ
午
後
２
時

ớ
雨
天
決
行
Ờ

▽
会
場

但
馬
長
寿
の
郷

ớ
養
父
市
八
鹿
町
国
木
Ờ

▽
内
容

カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼

虫
探
し
ỏお
楽
し
み
抽
選
会

ほ
か

▽
定
員

３
０
０
人ớ
要

申
し
込
み
・
先
着
順
Ờ※
小

学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要

▽
参
加
費

１
人
１
千
円

ớ
付
添
無
料
Ờ

▽
締
め
切
り

４
月
２５
日
２５

（月）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
長
寿
の
郷
づ
く
り
協
議
会

☎ớ
６
６
２
Ờ８
４
５
６

兵
庫
県
立
南
但
馬
自
然

学
校
は
ỏủ
親
子
で
自
然
学

校
Ứủ
遊
友
体
験
活
動
Ứを
開

催
し
ま
す
Ố

▽
親
子
で
自
然
学
校

◎
日
時

４
月
３０
日
３０

（土）
ỏ

午
前
１０
時
Ỗ
５
月
１
日

１０

（日）
ỏ

午
後
１
時ớ
１
泊
２
日
Ờ

◎
対
象
・
定
員

県
内
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者ớ
子
ど

も
だ
け
の
参
加
は
不
可
Ờ１０

組ớ
４０
人
Ờ程
度

◎
内
容

山
菜
探
し
・
草
木

染
・
ピ
ザ
づ
く
り
ほ
か

※
食
事
代
・
宿
泊
料
・
保
険
料

な
どớ
３
千
円
程
度
Ờが
必
要

▽
遊
友
体
験
活
動

◎
日
時

４
月
３０
日
３０

（土）
ỏ

午
前
９
時
３０
分
Ỗ

◎
対
象

県
内
に
在
住
す

る
人

◎
内
容

森
の
山
菜
探
し

※
保
険
料ớ
５０
円
Ờが
必
要

▽
会
場

南
但
馬
自
然
学

校ớ
迫
間
Ờ

▽
申
し
込
み
方
法

申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
４
月
２５
日
２５

（月）
ま
で
に

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
南
但
馬
自
然
学
校
指
導
課

☎ớ
６
７
６
Ờ４
７
３
１

ủ
や
さ
し
い
心
を
伝
え
た

い
Ứを
テ
ồ
マ
に
チ
Ỿ
リ
テ
ỹ
ồ

バ
ザ
ồ
を
開
催
し
ま
す
Ố

▽
日
時

４
月
２９
日
２９

（金）
ỏ

午
前
１０
時
Ỗ
午
後
３
時

▽
会
場

豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ
ア
イ
テ
ỹ
７
階ớ
豊
岡
市

大
手
町
Ờ

▽
内
容

会
員
の
持
ち
寄

り
品
ỏ手
作
り
品
ỏリ
サ
イ
ク

ル
品
な
ど
を
販
売
ỏ収
益
金

は
奉
仕
寄
付
金
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
Ố

▽
問
い
合
わ
せ
先

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬

☎
０
７
９
６ớ
５２
Ờ２
３
９
６ớ
石
田
Ờ

☎
０
７
９
６ớ
２４
Ờ３
９
０
３ớ
卯
野
Ờ

ひ
Ỷ
う
ご
震
災
記
念
２１

世
紀
研
究
機
構
は
ỏủ
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
Ứを
テ
ồ
マ

に
ỏ研
究
成
果
報
告
会
を

行
い
ま
す
Ố

▽
日
時

５
月
２１
日
２１

（土）
ỏ午

後
１
時
３０
分
Ỗ
４
時

３０

３０
分

▽
会
場

豊
岡
市
民
プ
ラ

ザ
ア
イ
テ
ỹ
７
階ớ
豊
岡
市

大
手
町
Ờ

▽
内
容

◎
報
告ủ
人
口
減
少
下
の

多
自
然
地
域
の
魅
力
づ
く
り

Ỗ
シ
ニ
ア
世
代
を
活
用
し
た

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
Ứ

ủ
若
者
に
と
ỳ
て
魅
力
あ
る
多

自
然
地
域
拠
点
都
市
の
形

成
方
策
に
関
す
る
研
究
Ứ

◎
パ
ネ
ル
デ
ỹ
ス
カ
ỽ
シ
ἀ
ン

ủ
多
自
然
地
域
の
魅
力
を
い

か
し
た
地
域
創
生
Ứ

▽
申
し
込
み

所
定
の
参

加
申
込
書
ỏ電
話
等
で
ỏ５

月
１０
日
１０

（火）
ま
で
に
ỏひ
Ỷ
う
ご

震
災
記
念
２１
世
紀
研
究
機

構
研
究
調
査
課
ま
で

※
定
員
１
０
０
人
・
先
着
順

▽
問
い
合
わ
せ
先

ひ
Ỷ
う
ご
震
災
記
念
２１
世
紀

研
究
機
構
研
究
調
査
課

☎
０
７
８ớ
２
６
２
Ờ５
５
７
０

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（４月のテーマ）【月曜】子どもの食物アレルギー

※子ども＝１５歳以下 高齢者＝６５歳以上
※累計は平成２８年の合計

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

０建物

火
災

０林野

０車両

０その他

０合計

１累計

１３交通事故

救
急

９一般負傷

６７急病

２１その他

１１０合計

２２０累計

（２月中）

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

４空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

０忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

０事 務 所 あ ら し１車 上 ね ら い

１出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

０詐 欺
そ
の
他

１部 品 ね ら い

１傷 害０器 物 損 壊

０暴 行０自 動 車 盗

８万 引 き０オートバイ盗

（２月末累計）２自 転 車 盗

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

１７１０人身事故

００子ども

死
者

００高齢者

００その他

００合計

００子ども

傷
者

１２８高齢者

１６８その他

２８１６合計

１５５６９物損事故

００自転車関連事故

（２月中）

県
立
歴
史
博
物
館
特
別
企
画
展

カ
ブ
ト
ム
シ
探
検
隊
パ
ồ
ト
１

税
４月の税４月の税
平成２６年度まで４月末を納期限と

していました軽自動車税は、昨年度か

ら納期限を５月末に変更しています。

ご注意ください。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
但
馬

チ
Ỿ
リ
テ
ỹ
ồ
バ
ザ
ồ

南
但
馬
自
然
学
校

ひ
Ỷ
う
ご
震
災
記
念
２１
世
紀
研
究
機
構

研
究
成
果
報
告
会



暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

よ
ふ
ど
温
泉
サ
ポ
ồ
ト
ク

ラ
ブ
と
山
東
支
所
は
ỏ定
住

促
進
や
少
子
化
対
策
な
ど
人

口
施
策
と
し
て
の
婚
活
支
援

イ
ベ
ン
トủ
第
１１
回
ホ
ỽ
ト
な

い
で
湯
で
お
結
び
パ
ồ
テ
ỹ
ồ
Ứ

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
Ố

▽
期
日

５
月
２２
日
２２

（日）

▽
会
場

よ
ふ
ど
温
泉
ほ
か

▽
対
象

２０
Ỗ
２０

３０
歳
代
の

独
身
の
男
女

◎
男
性

市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
人

◎
女
性

住
所
・
勤
務
地
は

問
い
ま
せ
ん

▽
参
加
費

４
千
円

▽
締
め
切
り

５
月
６
日

（金）▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

山
東
支
所
地
域
振
興
課

☎ớ
６
７
６
Ờ２
０
８
０

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大

学
校
は
ỏ求
職
中
の
人
を
対

象
に
し
た
職
業
訓
練
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
Ố

ụ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
コ
ồ
ス
Ủ

▽
募
集
期
間

４
月
１４
日

（木）
ま
で

▽
定
員

１０
人

▽
訓
練
期
間

５
月
１０
日

（火）
Ỗ
７
月
７
日

（火）

（木）

▽
訓
練
場
所

日
高
職
業

訓
練
協
会ớ
豊
岡
市
日
高

町
日
置
Ờ

ụ
左
官
職
人
育
成
コ
ồ
ス
Ủ

▽
募
集
期
間

４
月
１８
日

（月）
ま
で

▽
定
員

１０
人

▽
訓
練
期
間

５
月
１０
日

（火）
Ỗ
７
月
８
日

（火）

（金）

▽
訓
練
場
所

N
P
O
法

人
但
馬
の
匠
を
育
て
る
会

た
く
み

ớ
豊
岡
市
元
町
Ờ

ụ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
活
用
コ
ồ
ス
Ủ

▽
募
集
期
間

４
月
２２
日

（金）
ま
で

▽
定
員

１０
人

▽
訓
練
期
間

５
月
１７
日

（火）
Ỗ
７
月

（火）

１５
日

（火）

１５

（金）

▽
訓
練
場
所

丹
波
職
業

訓
練
協
会ớ
丹
波
市
柏
原

町
柏
原
Ờ

ụ
介
護
初
任
者
・
介
護
事
務
コ
ồ
ス
Ủ

▽
募
集
期
間

４
月
２８
日

（木）
ま
で

▽
定
員

２０
人

▽
訓
練
期
間

５
月
２６
日

（木）
Ỗ
８
月

（木）

２５
日

（木）

２５

（木）

▽
訓
練
場
所

ヒ
ỿ
ồ
マ
ン

ア
カ
デ
ミ
ồ
三
宮
校
柏
原
教

室ớ
丹
波
市
柏
原
町
柏
原
Ờ

ụ
受
講
料
Ủ

無
料ớ
教
材
費
・
保
険
料

等
の
実
費
が
必
要
Ờ

ụ
問
い
合
わ
せ
先
Ủ

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

☎
０
７
９
６ớ
２４
Ờ２
２
３
３

募

集

募

集

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

山
東
支
所
出
会
い
サ
ポ
ồ
ト
事
業

ホ
ỽ
ト
な
い
で
湯
で
お
結
び
パ
ồ
テ
ỹ
ồ

春の催し出かけてみませんか

✿朝来市「わだやま竹田」お城まつり
4月10日（日）午前9時30分～午後4時
◆会場 竹田まちなか
戦国中～チャンバラ合戦天空の乱、武者行列、屋台村 ほか
◆問い合わせ先 観光交流課 ☎（672）4003

✿IKUNOお散歩マルシェ 4月10日（日）午前10時～午後3時
◆会場 口銀谷銀山町ミュージアムセンター・生野まちづくり工房井筒屋
スイーツ・雑貨の販売、手づくり小物ワークショップほか
◆問い合わせ先 生野マルシェ☎090（7752）7182（黒田）

✿神子畑桜まつり 4月16日（土）午前10時～午後2時
◆会場 神子畑選鉱場前広場
バザー、照福こども園和太鼓、パネル展示ほかライトアップ（４月上旬～）
◆問い合わせ先 あさご観光協会☎（677）1165（朝来支所内）

✿生野銀山へいくろう祭り 4月17日（日）午前10時～午後3時
◆会場 史跡生野銀山
トロッコ力自慢選手権、生野銀山ウルトラクイズ ほか
◆問い合わせ先 生野支所地域振興課 ☎（679）5802

生野町観光協会 ☎（679）2222

✿白井大町藤公園
◆開園時期 4月下旬～5月中旬（開花の状況によって前後します）
午前9時～午後6時（最終入園時間午後5時30分）

◆入園料 中学生以上500円（小学校以下無料）
詳しい情報はホームページで（ライトアップも開催予定）
http://www.oomachi.info/

◆問い合わせ先 白井大町藤公園☎（670）1636（開園時のみ）



◎【火曜】電動歯ブラシについて【水曜】足にこむら返りが起こったら【木曜】胆管がん【金土日】とびひ（伝染性膿痂疹）
の う か し ん

各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ４月１４日（木）午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ４月１３日（水）午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ４月１８日（月）午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ５月２日（月）午後１時～４時
場 生野保健センター２階相談室
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ５月７日（土）午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎０７９６－２３－８０１１

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，４００円）
時 ４月２８日（木）午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは若者未就業者の就労自立に向け
た相談に応じます
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

第２０回兵庫県警察音楽隊ふれあいタウンコンサート《全席自由》

公演日：４月２９日（金）／開演：午後１時３０分入場無料（整理券が必要）

あさご芸術の森美術館
☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

兵庫県美術家同盟創立７０周年記念会員あさご巡回展

会期：前期・４月１２日（火）まで 後期・４月１４日（木）～５月８日（日）

藤原吉志子回顧展 会期：５月１４日（土）～６月２６日（日）

芸術村とフリーマーケットinあさご日時：５月２２日（日）午前１０時～午後３時
※入場無料・イベント中は美術館も無料で観ていただけます

入館料 大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

「朝来市ホームページ」リニューアルしました
朝来市ホームーページに、より目的の情報を探しやすくするため、セカ

ンドトップページを新設し、３月28日からオープンしています。
セカンドトップページは、①竹田城跡ページ ②あさご暮らしページ
③教育委員会ページ④議会ページの４つ。それぞれ市ホームページの
トップから直接リンクし、使いやすくなります。また、デザインも一新
しました。ぜひご利用ください。

朝来市ホームページ http://www.city.asago.hyogo.jp/
◆問い合わせ先 秘書広報課 ☎（６72）6113

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

中川真澄デコパージュ展～生活に溶け込んで～ 会期：４月１７日（日）まで

おもちゃ展 会期：４月２１日（木）～５月８日（日）

こどもまつり 日時：５月５日（木）午前１０時～午後３時

ヒメハナ公園ウツギの館

☎６７９－４４４８ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

森下美鈴「布あそび」会期：４月３０日（土）まで

内林泰子 押し絵作品展 会期：５月１日（日）～３１日（火）

銀谷のわらべ 会期：５月３日（火）～５日（木）

生野まちづくり工房井筒屋
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市
職
員
の

人
事
異
動

市
は
ỏ
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
Ố
主
な
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
Ố

※
氏
名
の
後
のớ

Ờ
内
は
前
職

▼
理
事
兼
総
務
部
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長

◎
小
島
公
明
ớ
市
長
公
室
長
Ờ

▼
支
所
長

◎
小
島

剛
ớ
総
務
部
次
長
兼
公
共
施
設
担

当
課
長
兼
情
報
課
長
兼
ケ
ồ
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン

タ
ồ
所
長
Ờ

ừ
地
域
振
興
課
Ử

▼
課
長
兼
生
野
公
民
館
長

◎
桐
山
俊
行
ớ
副
課
長
兼
地
域
振
興
係
長
Ờ

▼
参
事
兼
生
野
書
院
副
館
長

◎
中
島
雄
二
ớ
副
課
長
兼
生
野
書
院
副
館

長
Ờ

▼
市
民
福
祉
係
長

◎
藤
原
栄
治
ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
地
域
振
興
係
長

◎
谷
田
雅
彦
ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
上
席
主
査

◎
石
垣
裕
識
ớ
都
市
環
境
部
地
籍
調
査
課
上

席
主
査
Ờ

▼
主
事

◎
谷
川
麗
子
ớ
新
規
採
用
Ờ

▼
支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長
兼
山
東
公
民

館
長ớ
支
所
統
括
業
務
担
当
Ờ

◎
山
根
正
博ớ
山
東
支
所
長ớ
支
所
統
括
業

務
担
当
ỜỜ

ừ
地
域
振
興
課
Ử

▼
副
課
長

◎
白
髭

徹ớ
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
Ờ

▼
課
長
補
佐

◎
小
山
幸
世ớ
教
育
委
員
会
こ
ど
も
育
成
課

長
補
佐
兼
こ
ど
も
育
成
係
長
Ờ

▼
市
民
福
祉
係
長

◎
岡
田
美
由
紀ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
地
域
振
興
係
長

◎
波
多
野
哲
哉ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
上
席
主
査

◎
小
山
修
平ớ
主
査
Ờ

◎
藤
原
貴
美
夫ớ
再
任
用
Ờ

▼
主
査

◎
住
吉
哲
雄ớ
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主

査
Ờ

ừ
地
域
振
興
課
Ử

▼
課
長
兼
朝
来
公
民
館
長

ừ
総
合
政
策
課
Ử

▼
課
長

◎
一
ノ
瀬
智
至
ớ
副
課
長
兼
地
域
協
働
係

長
Ờ

▼
副
課
長
兼
政
策
係
長

◎
松
本
昭
浩ớ
課
長
補
佐
兼
政
策
係
長
Ờ

▼
地
域
協
働
係
長

◎
中
嶋
大
介
ớ
市
民
文
化
部
和
田
山
地
域
振

興
課
上
席
主
査
Ờ

▼
創
生
企
画
係
長

◎
平
野
慶
太
ớ
経
済
振
興
課
企
業
誘
致
・
支

援
係
長
Ờ

▼
主
査

◎
橋
本
大
地ớ
総
務
部
ケ
ồ
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン

タ
ồ
主
査
Ờ

ừ
あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援
課
Ử

▼
あ
さ
ご
人
材
創
生
係
長

◎
馬
袋
真
紀ớ
総
合
政
策
課
上
席
主
査
Ờ

▼
主
任

◎
足
立

徹ớ
総
務
部
総
務
課
主
任ớ
兵
庫

県
立
大
学
大
学
院
派
遣
ỜỜ

ừ
経
済
振
興
課
Ử

▼
主
事

◎
宮
崎
省
吾ớ
新
規
採
用
Ờ

▼
次
長
兼
公
共
施
設
担
当
課
長

◎
足
立

稔ớ
危
機
管
理
室
次
長
兼
防
災
安

全
課
長
兼
消
防
防
災
係
長
Ờ

ừ
総
務
課
Ử

▼
副
課
長
兼
行
政
係
長
兼
選
挙
係
長

◎
宮
元
広
司ớ
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
兼
選

挙
係
長
Ờ

▼
職
員
能
率
向
上
係
長

◎
松
原
美
紀ớ
市
民
文
化
部
人
権
推
進
課
上

席
主
査
Ờ

▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
上
席
主
査
兼

総
務
課
上
席
主
査

◎
足
立

正
ớ
情
報
課
主
査
Ờ

▼
法
制
執
務
・
選
挙
管
理
指
導
員

◎
藤
岡
治
良ớ
再
任
用
Ờ

◎
椿
野

貢ớ
副
課
長
兼
地
域
振
興
係
長
Ờ

▼
課
長
補
佐

◎
松
島

豊ớ
市
民
文
化
部
市
民
課
長
補
佐

兼
市
民
係
長
Ờ

▼
地
域
振
興
係
長

◎
青
田
真
司ớ
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
上

席
主
査
Ờ

▼
主
査

◎
中
屋
晃
子ớ
主
任
Ờ

▼
主
任

◎
板
高
紗
也
香ớ
主
事
Ờ

▼
主
事

◎
西
賀
み
の
りớ
新
規
採
用
Ờ

▼
地
域
振
興
指
導
員

◎
尾
崎

登ớ
再
任
用
Ờ

▼
危
機
管
理
監

◎
北
垣
利
晃ớ
市
民
文
化
部
次
長
兼
税
務
課

長
Ờ

ừ
防
災
安
全
課
Ử

▼
課
長
兼
消
防
防
災
係
長

◎
小
田
垣
貢ớ
市
長
公
室
あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援

課
副
課
長
兼
地
方
創
生
企
画
係
長
Ờ

▼
公
室
長

◎
木
村
吉
宏ớ
市
長
公
室
次
長ớ
市
長
公
室
・

危
機
管
理
室
・
総
務
部
総
合
調
整
筆
頭
次

長
Ờ兼
総
合
政
策
課
長
Ờ

▼
次
長ớ
戦
略
広
報
マ
ネ
ồ
ジ
Ỿ
ồ
Ờ

◎
多
田
伸
一ớ
株
式
会
社
電
通
Ờ

▼
次
長
兼
経
済
振
興
課
長
兼
企
業
誘
致
・
支

援
係
長

◎
天
野
修
二ớ
経
済
振
興
課
長
Ờ

ừ
秘
書
広
報
課
Ử

▼
課
長
兼
秘
書
係
長
兼
ふ
る
さ
と
寄
付
推
進

係
長

◎
上
ノ
坊
貞
子ớ
課
長
Ờ

▼
主
任

◎
中
村
ま
みớ
主
事
Ờ

山
東
支
所

朝
来
支
所

市
長
公
室

総
務
部

危
機
管
理
室

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

☎ớ
６
７
２
Ờ６
１
１
５

生
野
支
所

理
事
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ừ
総
務
課
ớ
派
遣
Ờ
Ử

▼
課
付
課
長
ớ
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派

遣
Ờ

◎
田
中

勉
ớ
副
課
長ớ
南
但
広
域
行
政
事

務
組
合
派
遣
Ờ
Ờ

▼
係
長
ớ
但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
Ờ

◎
坂
本
紀
昭
ớ
上
席
主
査ớ
但
馬
広
域
行
政

事
務
組
合
派
遣
Ờ
Ờ

▼
係
長
ớ
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ồ
派
遣
Ờ

◎
山
内

睦
ớ
上
席
主
査ớ
一
般
財
団
法
人

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ồ
派
遣
ỜỜ

▼
上
席
主
査
ớ
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派

遣
Ờ

◎
村
上
陽
昭
ớ
主
査ớ
南
但
広
域
行
政
事
務

組
合
派
遣
Ờ
Ờ

▼
主
査
ớ
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
派
遣
Ờ

◎
梶
本
陽
介
ớ
都
市
環
境
部
上
水
道
課
主

任
Ờ

▼
主
任
ớ
宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
派
遣
Ờ

◎
安
積
一
典
ớ
都
市
環
境
部
地
籍
調
査
課
主

任
Ờ

▼
主
任
ớ
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
派
遣
Ờ

◎
福
富
貴
志
ớ
主
事ớ
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
派
遣
ỜỜ

▼
主
事
ớ
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
Ờ

◎
佐
藤
晃
一
ớ
市
民
文
化
部
税
務
課
主
事
Ờ

ừ
財
務
課
Ử

▼
課
長

◎
澤
田

学
ớ
健
康
福
祉
部
高
年
福
祉
課
副

課
長
兼
介
護
保
険
係
長
Ờ

▼
課
長
補
佐
兼
情
報
推
進
係
長

◎
世
木
敬
史
ớ
情
報
課
長
補
佐
兼
情
報
推
進

係
長
Ờ

▼
公
共
施
設
係
長

◎
野
田
勝
文
ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
主
査

◎
中
島
加
奈
子
ớ
教
育
委
員
会
学
校
給
食
セ

ン
タ
ồ
主
査
Ờ

◎
長
野
禎
裕
ớ
主
任
Ờ

▼
主
任

◎
平
位
朋
之ớ
市
民
文
化
部
税
務
課
主
事
Ờ

▼
主
事

◎
習
田
卓
宏ớ
新
規
採
用
Ờ

ừ
ケ
ồ
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ồ
Ử

▼
所
長
兼
放
送
企
画
係
長

◎
大
東
宜
仁ớ
副
所
長
兼
放
送
企
画
係
長
Ờ

▼
主
査

◎
安
田
洋
恵ớ
財
務
課
主
査
Ờ

▼
部
長

◎
吉
田
伸
吾ớ
健
康
福
祉
部
次
長ớ
市
民
文

化
部
・
健
康
福
祉
部
総
合
調
整
筆
頭
次
長
Ờ

兼
社
会
福
祉
課
長
Ờ

▼
中
央
文
化
公
園
ゾ
ồ
ン
担
当
部
長
兼
文

化
会
館
長

◎
掃
部

收ớ
市
民
文
化
部
次
長
兼
芸
術
文

化
課
長
兼
文
化
会
館
長
兼
中
央
文
化
公
園

ゾ
ồ
ン
担
当
Ờ

ừ
市
民
課
Ử

▼
課
長
補
佐

◎
安
達
一
博ớ
税
務
課
長
補
佐
兼
管
理
収
納

係
長
Ờ

▼
市
民
係
長

◎
森
本
伸
也ớ
都
市
環
境
部
都
市
開
発
課
都

市
政
策
係
長
Ờ

▼
国
保
医
療
年
金
係
長

◎
加
茂
川
裕
子ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
主
査

◎
足
立
絵
美ớ
主
任
Ờ

▼
主
事

◎
小
野
山
彰ớ
新
規
採
用
Ờ

ừ
税
務
課
Ử

▼
課
長

◎
藤
原
直
樹ớ
山
東
支
所
地
域
振
興
課
長
兼

山
東
公
民
館
長
Ờ

▼
市
民
税
係
長

◎
小
谷
英
美
子ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
管
理
収
納
係
長

◎
安
保
和
人ớ
上
席
主
査
Ờ

◎
北
島

周ớ
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
上

席
主
査
Ờ

▼
生
活
福
祉
係
長

◎
荒
川
吉
郎ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
主
任

◎
谷
口
琢
三ớ
総
務
部
総
務
課
主
任ớ
南
但
広

域
行
政
事
務
組
合
派
遣
ỜỜ

◎
尾
花
優
一ớ
主
事
Ờ

▼
主
事

◎
山
中
夏
穂ớ
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
事
Ờ

ừ
高
年
福
祉
課
Ử

▼
高
年
福
祉
係
長

◎
田
中

寿ớ
産
業
振
興
部
観
光
交
流
課
上

席
主
査
Ờ

▼
介
護
保
険
係
長

◎
岩
木
幸
司ớ
総
務
部
ケ
ồ
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ

ン
タ
ồ
上
席
主
査
Ờ

▼
上
席
主
査

◎
片
岡
陽
子ớ
主
査
Ờ

ụ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ồ
Ủ

▼
副
課
長

◎
馬
袋
真
理
子ớ
課
長
補
佐
Ờ

▼
上
席
主
査

◎
藤
原
正
浩ớ
社
会
福
祉
課
主
査
Ờ

▼
主
査

◎
山
田
明
日
香ớ
主
任
Ờ

ừ
地
域
医
療
・
健
康
課
Ử

▼
課
長
兼
保
健
医
療
政
策
係
長

◎
池
口
佐
登
美ớ
副
課
長
兼
保
健
医
療
政
策

係
長
Ờ

▼
副
課
長
兼
親
子
保
健
係
長

◎
藤
井
美
景ớ
課
長
補
佐
兼
親
子
保
健
係

長
Ờ

▼
上
席
主
査

◎
石
田
志
帆ớ
主
査
Ờ

◎
高
階
智
恵ớ
主
査
Ờ

▼
主
事

◎
渡
邊
佳
子ớ
新
規
採
用
Ờ

◎
福
富
麻
起
子ớ
新
規
採
用
Ờ

◎
井
口
実
咲
希ớ
新
規
採
用
Ờ

◎
吉
田
結
衣ớ
新
規
採
用
Ờ

▼
上
席
主
査

◎
南
光
政
之ớ
朝
来
支
所
地
域
振
興
課
主
査
Ờ

▼
主
査

◎
竹
村
圭
一ớ
主
任
Ờ

▼
主
任

◎
衣
川
三
香
子ớ
健
康
福
祉
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ồ
主
事
Ờ

◎
竹
村
真
一ớ
朝
来
支
所
地
域
振
興
課
主
事
Ờ

▼
主
事

◎
中
野
優
子ớ
総
務
部
財
務
課
主
事
Ờ

◎
荒
木
穂
香ớ
新
規
採
用
Ờ

ừ
人
権
推
進
課
Ử

▼
人
権
啓
発
係
長

◎
坂
本
和
昭ớ
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
生

活
福
祉
係
長
Ờ

▼
上
席
主
査

◎
大
西

真ớ
主
査
Ờ

ừ
和
田
山
地
域
振
興
課
Ử

▼
主
査

◎
長
野
大
輔ớ
健
康
福
祉
部
地
域
医
療
・
健
康

課
主
査
Ờ

ừ
芸
術
文
化
課
Ử

▼
課
長
兼
美
術
館
管
理
係
長

◎
赤
曽
部
美
鶴ớ
産
業
振
興
部
観
光
交
流
課

長
Ờ

▼
主
査

◎
山
木
慎
也ớ
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
主

査
Ờ

ừ
社
会
福
祉
課
Ử

▼
課
長

◎
竹
村
万
美
子ớ
市
民
文
化
部
市
民
課
副
課

長
Ờ

▼
副
課
長

◎
細
井

香ớ
課
長
補
佐
兼
福
祉
総
務
係

長
Ờ

▼
副
課
長
兼
障
害
福
祉
係
長

◎
藤
岡
文
江ớ
課
長
補
佐
兼
障
害
福
祉
係

長
Ờ

▼
福
祉
総
務
係
長

市
民
文
化
部

健
康
福
祉
部

市市職市職員員のの人事異人事異動動
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▼
部
長

◎
高
本

薫
ớ
都
市
環
境
部
上
下
水
道
・
環

境
担
当
部
長
Ờ

▼
竹
田
城
跡
・
観
光
交
流
担
当
部
長
兼
竹
田

城
課
長

◎
小
谷
則
彰
ớ
次
長
ớ
産
業
振
興
部
・
都
市

環
境
部
総
合
調
整
筆
頭
次
長
Ờ
兼
竹
田
城
課

長ừ
農
林
振
興
課
Ử

▼
課
長

◎
谷
野
真
樹
ớ
副
課
長
Ờ

▼
副
課
長

◎
山
本
喜
裕ớ
課
長
補
佐
兼
林
業
振
興
係
長
Ờ

▼
課
長
補
佐

◎
平
松
裕
一
郎
ớ
市
長
公
室
秘
書
広
報
課
長

補
佐
兼
秘
書
係
長
Ờ

◎
西
谷
由
華
子
ớ
議
会
事
務
局
長
補
佐
兼
議

事
係
長
Ờ

▼
農
業
振
興
係
長

◎
衣
川
太
郎
ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
農
村
整
備
係
長

◎
松
尾
洋
倫
ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
林
業
振
興
係
長

◎
奥

聡
ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
主
任

◎
森
本
礼
子
ớ
都
市
環
境
部
環
境
課
主
任
Ờ

◎
小
原
嘉
文
ớ
市
民
文
化
部
芸
術
文
化
課
主

任
Ờ

ừ
観
光
交
流
課
Ử

▼
課
長

◎
竹
村
洋
二
ớ
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

長
Ờ

▼
課
長
補
佐
兼
観
光
創
生
係
長

◎
和
田
幸
司
ớ
課
長
補
佐
兼
観
光
交
流
係

長
Ờ

▼
観
光
交
流
係
長

◎
足
立
智
義
ớ
竹
田
城
課
上
席
主
査
Ờ

▼
主
査

◎
羽
渕
慎
也
ớ
主
任
Ờ

▼
主
事

◎
楠

佑
介ớ
総
務
部
総
務
課
主
事ớ
宮
城

県
亘
理
郡
山
元
町
派
遣
ỜỜ

ừ
竹
田
城
課
Ử

▼
竹
田
城
跡
保
存
管
理
担
当
課
長
兼
竹
田

城
跡
保
存
管
理
係
長ớ
教
育
委
員
会
文
化
財

課
参
事
併
任
Ờ

◎
柏
原
正
民ớ
竹
田
城
跡
保
存
管
理
担
当
課

長ớ
教
育
委
員
会
文
化
財
課
参
事
併
任
ỜỜ

▼
主
事

◎
宮
田
夏
喜ớ
新
規
採
用
Ờ

▼
上
下
水
道
・
環
境
担
当
部
長

◎
黒
田
隆
雄ớ
次
長ớ
上
水
道
事
業
担
当
ỜỜ

▼
次
長
兼
建
設
課
長

◎
足
立
達
夫ớ
朝
来
支
所
次
長
兼
地
域
振
興

課
長
兼
朝
来
公
民
館
長
Ờ

ừ
建
設
課
Ử

▼
管
理
係
長

◎
小
西
秀
隆ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
上
席
主
査

◎
戸
田
全
彦ớ
主
査
Ờ

▼
主
査

◎
清
水
浩
一ớ
主
任ớ
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
養
父

土
木
事
務
所
派
遣
ỜỜ

▼
主
任ớ
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
養
父
土
木
事

務
所
派
遣
Ờ

◎
井
上
雅
徳ớ
総
務
部
財
務
課
主
任
Ờ

ừ
都
市
開
発
課
Ử

▼
課
長
兼
市
街
地
形
成
係
長

◎
山
中
清
正ớ
兵
庫
県
か
ら
の
人
事
交
流
Ờ

▼
都
市
政
策
係
長

◎
柏
村
寿
夫ớ
産
業
振
興
部
竹
田
城
課
竹
田

城
整
備
係
長
Ờ

ừ
地
籍
調
査
課
Ử

▼
副
課
長

◎
藤
原
雅
人ớ
環
境
課
長
補
佐
Ờ

▼
地
籍
調
査
第
１
係
長

◎
藤
原
知
明ớ
山
東
支
所
地
域
振
興
課
上
席
主

査
Ờ

ừ
環
境
課
Ử

▼
下
水
道
係
長

◎
松
本
健
作ớ
生
野
支
所
地
域
振
興
課
上
席
主
査
Ờ

▼
上
席
主
査

◎
土
野
満
美ớ
主
査
Ờ

▼
主
任
技
能
員ớ
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合

派
遣
Ờ

◎
片
山
賢
一ớ
ク
リ
ồ
ン
セ
ン
タ
ồ
山
東
事
業
所

収
集
係
長
Ờ

▼
技
能
員ớ
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
Ờ

◎
松
島
哲
也ớ
ク
リ
ồ
ン
セ
ン
タ
ồ
山
東
事
業
所

技
能
員
Ờ

◎
上
垣
清
治ớ
新
規
採
用
Ờ

ụ
ク
リ
ồ
ン
セ
ン
タ
ồ
和
田
山
事
業
所
Ủ

▼
副
所
長
兼
事
務
係
長

◎
稲
田
弘
行ớ
副
所
長
Ờ

▼
主
査

◎
小
西
憲
彦ớ
再
任
用
Ờ

▼
事
務
員

◎
藤
田
妙
子ớ
再
任
用
Ờ

ừ
上
水
道
課
Ử

▼
副
課
長

◎
住
吉
由
喜ớ
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐

兼
農
地
農
政
係
長
Ờ

▼
課
長
補
佐

◎
中
島
敏
和ớ
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
長

補
佐
兼
農
村
整
備
係
長
Ờ

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

◎
佐
藤
吉
夫ớ
会
計
管
理
者
Ờ

ừ
会
計
課
Ử

▼
課
長
補
佐

◎
大
石
聡
子ớ
山
東
支
所
地
域
振
興
課
長
補

佐
兼
市
民
福
祉
係
長
Ờ

▼
次
長

◎
北
垣
敏
彦ớ
総
務
部
財
務
課
長
Ờ

▼
副
局
長
兼
議
事
係
長

◎
岡
林
克
彦ớ
局
長
補
佐
Ờ

出
納

都
市
環
境
部

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
監
査
係
長
兼
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記

◎
絹
川
文
雄ớ
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
Ờ

▼
監
査
委
員
事
務
局
主
査
兼
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
書
記

◎
齊
藤
千
尋ớ
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
主

査
兼
総
務
課
主
査
Ờ

▼
局
長
補
佐

◎
藤
本
宏
子ớ
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

補
佐
兼
学
事
係
長
Ờ

▼
農
地
農
政
係
長

◎
小
笠
原
徹ớ
上
席
主
査
Ờ

▼
社
会
教
育
・
文
化
財
・
学
校
給
食
担
当
部
長

◎
清
水
和
雄ớ
生
野
支
所
長
兼
地
域
振
興
課

長
兼
生
野
公
民
館
長
Ờ

▼
次
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ồ
所
長

◎
足
立
美
喜ớ
出
納
次
長
兼
会
計
課
長
Ờ

ừ
学
校
教
育
課
Ử

▼
副
課
長

◎
荒
川
龍
彦ớ
課
長
補
佐
兼
学
校
施
設
係
長
Ờ

▼
教
育
総
務
係
長

◎
佐
野
あ
や
子ớ
生
野
支
所
地
域
振
興
課
市
民

福
祉
係
長
Ờ

▼
学
校
施
設
係
長

◎
岡
口
徹
也ớ
朝
来
支
所
地
域
振
興
課
上
席

主
査
Ờ

▼
学
事
係
長

◎
竹
村
博
文ớ
市
民
文
化
部
税
務
課
市
民
税
係
長
Ờ

▼
主
事

◎
岡
本
侑
世ớ
新
規
採
用
Ờ

ụ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ồ
Ủ

▼
所
長
補
佐
兼
学
校
給
食
庶
務
係
長

◎
吉
田
裕
之ớ
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
教
育

総
務
係
長
Ờ

教
育
委
員
会
事
務
局

産
業
振
興
部

行
政
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

議
会
事
務
局



▼
調
理
員

◎
澤
瀉
節
子ớ
再
任
用
Ờ

◎
須
磨
泰
子ớ
新
規
採
用
Ờ

ừ
社
会
教
育
課
Ử

▼
課
長
兼
図
書
館
長

◎
足
立
知
幸ớ
都
市
環
境
部
上
水
道
課
副
課
長
Ờ

▼
主
事

◎
吉
田
健
人ớ
新
規
採
用
Ờ

ụ
和
田
山
公
民
館
Ủ

▼
上
席
主
査

◎
田
路
幸
伸ớ
主
査
Ờ

ụ
和
田
山
図
書
館
Ủ

▼
上
席
主
査

◎
住
吉
茂
樹ớ
再
任
用
Ờ

▼
主
査

◎
中
野
は
る
みớ
再
任
用
Ờ

ừ
こ
ど
も
育
成
課
Ử

▼
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
育
成
係
長

◎
小
笠
原
文
恵ớ
監
査
委
員
事
務
局
長
補
佐
兼

監
査
係
長
兼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
Ờ

▼
主
任

◎
梶
原
琴
美ớ
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
主
事
Ờ

▼
主
事

◎
清
水
美
衣
ớ
新
規
採
用
Ờ

ụ
生
野
こ
ど
も
園
Ủ

▼
保
育
教
諭

◎
竹
内
理
乃ớ
新
規
採
用
Ờ

ụ
糸
井
こ
ど
も
園
Ủ

▼
副
園
長

◎
和
田
奈
穂
子ớ
和
田
山
幼
稚
園
主
任
教
諭

ớ
上
席
主
査
級
ỜỜ

▼
保
育
教
諭

◎
中
島
恵
里ớ
中
川
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
Ờ

▼
保
育
教
諭

◎
衣
川
か
な
えớ
新
規
採
用
Ờ

ụ
竹
田
こ
ど
も
園
Ủ

▼
園
長

◎
岸
本
弥
生ớ
梁
瀬
幼
稚
園
長
Ờ

ụ
中
川
こ
ど
も
園
Ủ

▼
保
育
教
諭

◎
楠
美
奈
絵ớ
新
規
採
用
Ờ

ụ
山
口
こ
ど
も
園
Ủ

▼
保
育
教
諭

◎
長
谷
川
紗
弥
佳ớ
新
規
採
用
Ờ

ụ
和
田
山
幼
稚
園
Ủ

▼
教
諭

◎
真
下
美
波ớ
竹
田
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
Ờ

ụ
梁
瀬
幼
稚
園
Ủ

▼
園
長

◎
勝
部
祐
子ớ
糸
井
こ
ど
も
園
副
園
長
Ờ

◎
藤
原
康
之ớ
理
事
兼
総
務
部
長
Ờ

◎
宮
谷
正
弘ớ
危
機
管
理
監
Ờ

◎
尾
崎

登ớ
統
括
部
長
兼
市
民
文
化
部
長
Ờ

◎
田
中
直
喜ớ
産
業
振
興
部
長
Ờ

◎
森
下
久
美
子ớ
健
康
福
祉
部
地
域
医
療
・
健

康
課
長
Ờ

◎
藤
原
貴
美
夫ớ
学
校
教
育
課
付
課
長
兼
学

校
給
食
セ
ン
タ
ồ
所
長
Ờ

◎
住
吉
茂
樹ớ
社
会
教
育
課
付
課
長
兼
図
書

館
長
Ờ

◎
中
野
は
る
みớ
こ
ど
も
育
成
課
竹
田
こ
ど
も
園

長
Ờ

◎
小
西
憲
彦ớ
都
市
環
境
部
環
境
課
ク
リ
ồ
ン

セ
ン
タ
ồ
和
田
山
事
業
所
主
幹
Ờ

◎
大
東
真
紀ớ
市
民
文
化
部
芸
術
文
化
課
美

術
館
管
理
係
長
Ờ

◎
福
田
有
紀
子ớ
こ
ど
も
育
成
課
糸
井
こ
ど
も

園
主
任
保
育
教
諭
Ờ

◎
長
尾
あ
ず
さớ
健
康
福
祉
部
地
域
医
療
・
健

康
課
主
事
Ờ

◎
藤
田
妙
子ớ
都
市
環
境
部
環
境
課
ク
リ
ồ
ン

セ
ン
タ
ồ
和
田
山
事
業
所
事
務
係
長
Ờ

◎
澤
瀉
節
子ớ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ồ
主
任
調
理
員
Ờ

◎
太
田

茂ớ
都
市
環
境
部
建
設
課
国
県
事

業
支
援
・
用
地
取
得
事
業
担
当
指
導
員
Ờ

◎
金
田
ひ
と
みớ
都
市
環
境
部
環
境
課
ク
リ
ồ

ン
セ
ン
タ
ồ
山
東
事
業
所
事
務
員
Ờ

ụ
人
事
交
流
期
間
の
満
了
Ủ

◎
前
川
哲
郎ớ
都
市
環
境
部
都
市
開
発
課
長

兼
市
街
地
形
成
係
長
・
兵
庫
県
へ
復
帰
Ờ

市
⎡
組
織
⎡
一
部
⏅
改
編
⎊
⎱
⎊
⎒

効
率
的
で
機
動
的
な
行
政
運
営
を
図
り
ỏ
あ
わ
せ
て
国
に
お
け
る
地
方
創
生
施
策
に
機

動
的
に
対
応
す
る
た
め
ỏ市
は
新
年
度
か
ら
組
織
の
一
部
改
編
と
所
掌
事
務
の
一
部
変
更

を
行
い
ま
し
た
Ố

こ
れ
に
よ
ỳ
て
ỏ
市
の
組
織
を
１５
部
１５

３５
課ớ
平
成

１５

３５

２７
年
度
は

１５

３５

２７

１５
部

１５

３５

２７

１５

３６
課
Ờと
し
て
い
ま
す
Ố

①

課
の
統
廃
合

◎
情
報
課
の
廃
止

情
報
課
のủ
情
報
推
進
係
Ứ
を
財
務
課
に
移
管
・
統
合
し
ま
し
た
Ố

②

係
の
統
廃
合

◎
秘
書
広
報
課
にủ
ふ
る
さ
と
寄
付
推
進
係
Ứ
を
新
設
し
ま
し
た

◎
あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援
課
のủ
地
方
創
生
企
画
係
Ứ
を
総
合
政
策
課
へ
移
管
しủ
創
生
企

画
係
Ứに
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
Ố

◎
あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援
課
にủ
あ
さ
ご
人
材
創
生
係
Ứ
を
新
設
し
ま
し
た
Ố

◎
総
務
課
にủ
職
員
能
率
向
上
係
Ứ
を
新
設
し
ま
し
た
Ố

◎
観
光
交
流
課
にủ
観
光
創
生
係
Ứ
を
新
設
し
ま
し
た
Ố

◎
竹
田
城
課
のủ
竹
田
城
整
備
係
Ứ
を
廃
止
し
ま
し
た
Ố

③

所
掌
事
務
の
変
更
等

◎
山
城
の
郷
に
関
す
る
こ
と
を
ỏ
農
林
振
興
課
か
ら
観
光
交
流
課
へ
変
更
し
ま
し
た
Ố

◎
竹
田
の
街
な
み
整
備
に
関
す
る
こ
と
を
ỏ竹
田
城
課
か
ら
都
市
開
発
課
へ
変
更
し
ま

し
た
Ố

宮
城
県
山
元
町
⎫
引
⎀
続
⎀
職
員
⏅
派
遣

市
は
ỏ宮
城
県
亘
理
郡

わ

た

り

山
元
町
の
復
興
支
援
を

や
ま
も
と

目
的
に
ỏ今
年
度
も
ỏ４
月
１
日
か
ら
職
員
を
現

地
に
派
遣
し
て
い
ま
す
Ố

今
回
派
遣
し
た
職
員
は
ỏ都
市
環
境
部
地
籍
調

査
課
の
安
積
一
典
主
任
Ố来
年
３
月
末
ま
で
の
１

あ

す

み

か

ず

の

り

年
間
の
派
遣
を
予
定
し
ỏ山
元
町
で
は
ỏ産
業
振

興
課
で
ỏ企
業
誘
致
ỏ商
・
工
・
水
産
業
振
興
ỏ観

光
ỏ労
働
業
務
支
援
な
ど
の
業
務
に
携
わ
り
ま
す
Ố

市
は
ỏ山
元
町
へ
の
支
援
を
ỏ平
成
２３
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
お
り
ỏ職
員
派
遣
を
続
け
て
い
ま
す
Ốま
た
ỏ

山
元
町
と
同
町
に
隣
接
す
る
宮
城
県
角
田
市
と

か

く

だ

の
三
市
町
でủ
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
相

互
応
援
協
定
Ứを
結
ん
で
い
ま
す
Ố

市市職市職員員のの人事異人事異動動

平平成２８年４月平成２８年４月号号25

退

職
ớ
３
月
３１
日
付
Ờ

３月２５日に行った辞令交付式



ứ
老
後
の
資
金
が
あ
り
ま
せ
ん
Ừ

垣
谷
美
雨ớ
中
央
公
論
新
社
Ờ

そ
ろ
そ
ろ
老
後
を
考
え
る
50

代
Ốし
か
し
な
が
ら
ỏ長
女
の
派

手
婚
に
５
０
０
万
？
義
父
の
葬

儀
墓
代
に
４
０
０
万
？
姑
が

入
ỳ
て
い
る
ケ
ア
施
設
月
額
30

万
？平

凡
な
主
婦
篤
子
は
こ
の
危

機
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
か
？

読読読読読読読読読読
書書書書書書書書書書
時時時時時時時時時時
間間間間間間間間間間
をををををををををを
ごごごごごごごごごご
ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆ
るるるるるるるるるる
りりりりりりりりりり

読
書
時
間
を
ご
ゆ
る
り
ととととととととととと

ứ
奇
跡
の
村
Ừ相

川
俊
英ớ
集
英
社
Ờ

地
方
は
高
齢
化
や
人
口
減
少

が
止
ま
ら
な
い
Ố本
書
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
の
は
ỏそ
れ
ぞ
れ
独
自

の
方
法
で
移
住
者
を
呼
び
込
み
ỏ

子
育
て
支
援
を
し
ỏま
ち
づ
く
り

に
励
ん
で
い
る
人
た
ち
Ố住
民
と

行
政
が
一
緒
に
な
ỳ
て
作
ỳ
て
き

たủ
我
が
ま
ち
Ứが
広
が
る
Ố

ứ
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
上
・
下
Ừ

相
場
英
雄ớ
小
学
館
Ờ

警
視
庁
捜
査
一
課
の
田
川
は
ỏ

身
元
不
明
者
フ
Ỹ
イ
ル
か
ら
自

殺
処
理
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休館日・お休み日
和田山・あさご ４月11日（月）・18日（月）･25日（月）･28日（木）5月2日（月）･9日（月）･16日（月）･23日（月）･26（木）・30日（月）
生野 4月9日（土）～11日（月）･16日（土）～18日（月）･23日（土）～25日（月）･29日（金）･30日（土）・5月１日（土）～５日（木）

平
成
28
年
４
月
号

和
田
山
図
書
館

☎ớ
６
７
２
Ờ１
７
０
０

あ
さ
ご
森
の
図
書
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☎ớ
６
７
０
Ờ４
７
１
０

生
野
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所

☎ớ
６
７
９
Ờ３
５
４
４

「第６回 おはなしフェスティバル」を開催
あさごおはなしねっと

３月５日、「第６回おはなしフェ

スティバル」が、あさご・ささゆりホー

ルで開催されました。

この催しは、市内で読書ボラン

ティアを行っているグループで組織

する「あさごおはなしねっと」が主催。

読み聞かせや紙芝居など、さまざま

な「おはなし」に触れる機会になれ

ばと、毎年この時期に行っているも

のです。当日は、６グループが出演

し、親子連れなど約８０人が読み上

げられる物語を楽しみました。

そのうち、生野を中心に活動して

いる「みみうさぎ」の皆さんは、草原

暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

の動物たちを守るために戦うダチョ

ウの姿を描く「かたあしだちょうのエ

ルフ」を影絵で披露、照明が落とさ

れたホールで、暖かいあかりのなか

に繰り広げられる物語に、集まった

人たちは見入っていました。

あさご森の図書館は、３月５日、同館で「よるの

としょかん音楽会＆おはなし会」を開催しました。

これは、大人を中心とした幅広い世代の皆さん

に、閉館後のいつもと違った図書館の雰囲気のな

かで、音楽とお話を楽しんでもらおうと、同館の１０

周年を記念して開いたものです。

当日は、約５０人が参加。音楽会では、朝来市

少年少女オーケストラ出身の演奏家の皆さんなど

でつくる「響谷アンサンブル」の５人（写真）が、「キ
き ょ う こ く

ラキラ星変奏曲」や「剣の舞」などを演奏したほか、

「世界に一つだけの花」では演奏にあわせ会場の

皆さんも一緒に歌いました。また、図書館ボラン

ティアスタッフによる人形劇や紙芝居もあり、集まっ

た皆さんは楽しい時間を過ごしていました。

「第３７回子どのたちに聞かせたい創作童話」（鹿児島

市ほか主催）で、「あさごおはなしねっと」副会長岡田史子
お か だ ふ み こ

さんの作品「へいくろうとひかげつつじ」が第一部佳作を受

賞しました。この作品は、〝へいくろう〟を人物に見立てて、

生野や朝来地域に伝わる民話などを盛り込んだ創作童

話です。

創作童話で受賞

岡田史子さん
（生野２区）

夜の図書館を楽しむ

今
月
か
ら
図
書
館
の
蔵
書
・
催
し
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
るủ
ら
い
ぶ
ら
り
Ứを
開
始
し
ま
し
た
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おはなし会
★毎週土曜日に「おはなし会」を開催しています
和田山図書館 午前１０時30分～／午後２時～／午後４時30分～
あさご森の図書館 午前11時～／午後３時15分～
★赤ちゃん向けおはなし会
和田山図書館 ４月23日（土）午前１０時30分～
あさご森の図書館 ４月21日（木）午前11時～

雑誌リサイクル市
古い雑誌をご自由にお持ち帰りいただけます。
なくなり次第終了します。
和田山図書館
5月7日（土）午前10時～15日（日）
あさご森の図書館
4月16日（土）午前10時～24日（日）



室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

■平成28年度の公民館講座の受講生を募集します

２８年度は、５月から「文学」「芸術」「健康福祉」「生活」「こども」

の５部門、２５講座を開設します。またこうした定期講座の他にも、

こどもを対象とした事業や自主運営講座などを別途開催します。

叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱
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こんにちは、朝来市公民館です。

公民館が実施する講座・教室や事業などの公民館活動に、市民の皆さまの意見やニーズをどのように受け止め、反映させ

るよう努めているかご存じでしょうか。受講生を対象にしたアンケートや、窓口や電話で市民の皆さまのご意見などをお聞きし

たり、『朝来市公民館運営審議会』で審議していただいたりして、ニーズを公民館活動に生かすように努めています。

『公民館運営審議会』とは、名のとおり公民館の運営について審議していただく会議で、社会教育や生涯学習に関係する

さまさまな機関に所属する皆さんに委員をお願いし、住民の代表として意見交換やワークショップなどを行い協議しています。

今回は、公民館活動を審議する『公民館運営審議会』について紹介します。

詳しくは、広報４月号とともに配布しています「公民館講

座・教室案内リーフレット」をご覧ください。締め切りは、４月２２

日（金）必着です。お近くの公民館までお申し込みください。

公民館運営審議会って？
公民館という施設は、右記のとおり『学ぶ』『集う』『結ぶ』ことを行う場所です。

『公民館運営審議会』は、委員に①学識経験者として生野・和田山・山東・

朝来の各地域から９人②市小中学校長会から２人 ③市生涯学習推進連絡

協議会１人④市体育協会１人 ⑤市連合ＰＴＡ協議会１人の合計１４人で

構成するものです。「公民館をどのように運営しているか」、「これから公民館

としてどのような活動を行ったらよいか」、「年間事業計画は適切に立てられ

実施できているか」、「公民館の施設や設備の管理や利用状況はどうか」など、

公民館全般についてのさまざまな意見を提言いただいています。

平成２７年度は小山
こ や ま

正人会長（諏訪区）のもと年４回の審議会を開催し、協
ま さ ひ と

議やワークショップを通じて多くの意見をいただきました。

公民館はこんな場所
『学ぶ』公民館講座、教室、公民館事業

学校の休日を利用した野外活動

地域の生活課題に関連した学習会

研修会・講習会 など

『集う』文化祭、スポーツ大会、作品展

同好会、サークル活動、座談会 など

『結ぶ』地域のリーダーや指導者の育成

ネットワーク

広報 など

出された意見
講座がマンネリ化していないか

若年層や子育て世代等の講座が少ない

講座の実施曜日や時間を検討するべき

自治協とのかかわりを考える必要がある

公民館の現状が市民から見えにくい

活動内容の認知度が低い

指導者等としての市民参画をすすめる

現在の４公民館制を再考するべき など

県内の公民館でアンケート調査を実施……兵庫県公民館連合会（県内公民館の連携組織）
２７年度は、県公民館連合会が１０月に県内の複数の公民館

で、窓口へお越しの講座受講生、事業やイベント等に参加した

皆さんを対象に、「公民館等における現状と今後のあり方に関す

るアンケート調査」（利用者調査）を実施しました。朝来市の４つ

の公民館でも皆さんのご協力で、１２９人から回答をいただきま

した。ただいま集計中ですので、改めて結果をご報告します。

市広報紙やケーブルテレビを活用した公民館活動のＰＲの実施

地域自治協議会と連携して、こどもの教室や歴史教室などを実施

公民館講座の調整整理と、講座の一本化 など

子育て世代の教室の新規開催

野外活動についての公民館の連携推進

公民館職員による出前講座や講師の派遣 など

27年度で実施できたこと 28年度に実施を検討していること▲■
■■
■■

▲
■■■■■■
■■■■■■
■■■■■■
■■■■■ 第４回公民館運営審議会のようす（３月１６日）
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新施設の完成に伴い移転しました。朝来市和田山保健

センターは、名称も「朝来市保健センター」に変更しました。

（８～９㌻に詳細を掲載）

【移転先住所】 和田山町法興寺３７８－１

【問い合わせ先】 地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

※電話番号はこれまでと変更ありません。

※休日診療所での受診を希望する際は、あらかじめ電

話でご連絡ください。
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※乳幼児健診については、いずれも該当児に個別通知します。

場 所内 容
曜
日

日月

朝来市保健センター離乳食教室水２０

４
月

朝来市保健センター８か月児健診木２１

朝来市保健センター育児相談火２６

朝来市保健センターこころのケア相談（要予約）木２８

朝来市保健センターこころのケア相談（要予約）火１０

５
月 朝来市保健センター１歳６か月児健診木１２

朝来市保健センター３歳月児健診金１３

健健康康カレカレンンダーダー
４４／１６～５／１４／１６～５／１５５

健康コーナー

地域包括支援センターの 窓

自分の健康づくりのために、運動習慣

を身につけたいと思う人は多いですが「一

人では続かないなぁ…」「家ではすぐに忘

れてしまって…」という声をよく聞きます。

そこで朝来市では、地域の皆さんが自

ら健康づくりに取り組む形で、新しい体操

『あさごいきいき百歳体操』を進めていき

ます。

この体操は、年齢を重ねて少し体に自

信のないところがでてきても、気軽にでき

る「おもり」を使った体操です。

■問い合わせ先 朝来市地域包括支援センター☎６７２－６１２５

「あさごいきいき百歳体操」を進めていきます！
【この体操の効果は？】

◎筋力がつき、体を動かすのが楽になる。

◎転びにくい体になるので、骨折したり寝たきりになったりすることを防ぐ。

◎地域の皆さんで一緒に行うので、仲間づくり・地域づくりにつながる。

※地域の皆さんが主体となって取り組んでいただく健康づくりです。初回からの

数回は、市から運動指導等に出向きますが、それ

以降はグループでの自主的な運営をお願いしてい

ます。

※平成２８年度は、いろいろな機会を通じてこの体

操を紹介していく予定です。

【写真】地区での自主的な取り組みのようす

市は、３月１９日、さんとう緑風ホールで『市民フォーラム

「生涯現役の場おこし大作戦」』を開催し、市民の皆さんな

ど約３００人が参加しました。

このフォーラムは、年齢を重ねても、病気や障害があって

も、地域や家庭においてそれぞれに役割をもつ「生涯現

役」を目指すとともに、普段は接することの少ない、地域の

皆さんと、医療や福祉にかかわる専門家の皆さんが、とも

に話し合うことで「地域の絆」ができればと、朝来市社会福

祉協議会との共催で実施したもです。

当日は、「話題提供」として、介護予防・日常生活支援総

合事業についての説明や、神戸学院大学総合リハビリテー

ション学部藤井博志教授による『地域づくり・支えあい活
ふ じ い ひ ろ し

動』と題して講演があり、

朝来市での取り組みや、

地域での協力体制の重要

性が紹介されました。

続いて、参加した皆さん

が地域ごとに６～１０人程

度でグループをつくり、

『地域で出来る次の一手』をテーマにグループワークを実

施。「集落や小地域での取り組みやすさ」や「重要性・緊急

性」などについて分類し、地域で生涯現役を実現するため

のこれからの活動のあり方などついて、話し合いました。

【写真】話し合う参加者

市民フォーラム「生涯現役の場おこし大作戦」を開催

朝来市和田山保健センター・南但休日診療所
移転しました



健康コーナー
■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（朝来市保健センター）
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《早寝・早起き・朝ごはん》

新年度がスタートし、生活環境が変わる時期です。この機

会に生活習慣を見直し「早寝・早起き・朝ごはん」で規則正

しいリズムを作りましょう。

早寝

しっかり睡眠をとることで、体の疲れを癒やし、心のバラン

スを保つことができます。また、夜ふかしをせず、夜食をとら

ないようにすることで、朝すっきりと目覚め、朝ごはんをおいし

く食べることができます。

早起き

朝は一日の出発点です。朝の光を浴びることで体内時計

がリセットされ、休息モードから活動モードへ切り替わります。

一日の活動の源である朝ごはんを食べるためには、体が

目覚め、食べものを受け入れる準備が必要です。起きてから

胃腸が動き出すまでには２０～３０分かかりますので、早起き

を心がけ、しっかり体を目覚めさせましょう。

朝ごはん

◎朝ごはんの効果

◇体が目覚める…睡眠中に下がった体温が上昇し、体が

目覚めます。

◇頭が目覚める…脳にエネルギーが届き、頭がすっきりと

目覚めます。

◇肥満予防になる…朝ごはんを食べないと、体はエネル

ギー不足の危険を感じ、昼ごはん、晩ごはんのエネル

ギーを脂肪として蓄えようとします。

◇排便が促される…朝ごはんを食べると胃腸が刺激を受

けて、排便が促されます。

◎バランスの良い朝ごはんにするために

今の朝ごはんにひと工夫して、バランスの良い朝ごはんに

近づくようにステップアップしましょう。

※主食…ごはん・パン・麺主菜…肉・魚・卵・大豆製品副菜…野菜・海藻類・きのこ類

朝来市ではホームページに、食と栄養に関する情報を掲載
しています。こちらもぜひご覧ください。
朝来市ホームページ（http://www.city.asago.hyogo.jp/）
トップページ → 市民のみなさまへ→健康食と栄養
または 朝来市 食と栄養 検索

ひとりで悩んでいませんか？

こころの悩みについて、県や市では面接や電話による相談

を実施しています。お気軽にお問い合わせください。

●こんなことありませんか？

◇自分自身に悩みがある、イライラする、わけもなく涙が出る

◇職場や家庭の人間関係で疲れてしまった

◇眠れない、あるいは眠っても寝た気がしない

◇こもりがちになる、不登校、仕事に行けない

◇その他、こころの問題など…

《面接による相談》

専門医や心理士が応じます。

●朝来市のこころのケア相談

※朝来市ホームページにも日程を掲載しています。

◇相談の申し込み・問い合わせ先

地域医療・健康課 ☎（６７２）５２６９

●兵庫県朝来健康福祉事務所のこころのケア相談

◇相談の申し込み・問い合わせ先

朝来健康福祉事務所地域保健課 ☎（６７２）０５５５

いずれの相談も…

※相談は、無料です。

※秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

※事前に電話で予約をお願いします。

※日程は７月までの予定です。

今後の予定は広報等に順次掲載します。

《電話による相談》

◎兵庫県いのちと心のサポートダイヤル ☎０７８（３８２）３５６６

※月～金曜日 午後６時～翌午前８時３０分

土・日・祝日は２４時間

心の健康相談を中心に広く、相談に応じます。

◎兵庫県こころの健康電話相談 ☎０７８（２５２）４９８７

※火～土曜日

午前９時３０分～１１時３０分、午後１時～３時３０分

◎自殺予防いのちの電話 ０１２０（７３８）５５６

※毎月１０日 午前８時～翌日午前８時

朝来市では、健康あさご２１に基づいて、食を通じた健康

づくりをすすめています。食に関する知識を深め、楽しみなが

ら健康的な食生活や健康づくりを実践しましょう。

「早寝・早起き・朝ごはん」で生活リズムをつくりましょう
～健康あさご２１～

ステップアップのためのひと工夫現在の朝ごはんの状況

牛乳・ヨーグルト、果物など手軽に食べられるものを用意し、
何か少しでも食べる習慣をつけることから始めましょう。

何も食べていない

◇ごはん→納豆やしらす干し、のりなど簡単に食べられ
るものをプラスする。
◇トースト→チーズをのせてチーズトーストにする。ピーマ
ンやきのこ、ベーコンなどをのせるとさらにバランスアップ！
◇具だくさんの汁物をプラスする。
◇牛乳・ヨーグルトや果物をプラスする。

主食のみ何か１品
食べている

◇おにぎりやトーストなどの主食をプラスする。乳製品や果物のみ

主菜または副菜をプラスし、主食・主菜・副菜の
３つの器が揃うように意識しましょう。果物・乳製
品をプラスするとさらにバランスアップ！

※汁物は塩分を多く含むので、
１日１杯程度にしましょう。

主食＋主菜または
副菜を食べている

相談員場 所開催日（曜日）
医師朝来市保健センター４月２８日（木）
心理士朝来市保健センター５月１０日（火）
医師生野保健センター５月１９日（木）
医師山東老人福祉センター６月２８日（火）
心理士朝来市保健センター７月８日（金）

相談員場 所開催日（曜日）

心理士朝来健康福祉事務所５月１１日（水）
医師朝来健康福祉事務所７月７日（木）

こころの悩み、話してみませんか？
面接相談・電話相談を行っています

▲■
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大蔵地域自治協議会は、土田区と宮田区の境にある山城跡「鳶ヶ城」で、登城路と
と び が し ろ

案内看板の整備に取り組んでいます。
「鳶ヶ城」は、南北朝期の文献にも登場するなどの歴史があり、鎌倉時代には地頭
土田氏の居城として築かれたと伝わります。古くから地元の皆さんに親しまれてきま
したが、近年は山頂にある主郭への道が荒れるなど、訪れる人も少なくなっていまし

し ゅ か く

た。
現在、同自治協では、子どもや高齢者など幅広い年代の皆さんに、気軽に地域の

歴史に触れてもらえるよう、安全で歩きやすい登城路の整備や、山頂の樹木を伐採
し、かつての眺望を取り戻すなどの取り組みを進めています。３月５日には、同自治
協の皆さんが参加し、城の歴史を紹介する案内看板を設置したり、登城路に丸太を
設置し登りやすくしたりするなどの作業を行いました。

「鳶ヶ城」登城路整備・案内看板設置
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３月３日から21日までの期間、生野新町のかながせの郷で「特別展 明治期の山田
家と鉱山経営生野銀山から樺坂鉱山へ」が開かれました。

か ば さ か

これは奥銀谷地域自治協議会の主催で行われたもの。同自治協では、神戸大学大学
院人文学研究科地域連携センター、市教育委員会とともに、この地で長らく鉱山経営に
携わってきた山田家に残された史料の整理に取り組んでいます。定期的にこれらの成果
を披露する展示会を開催しており、今回は、特に樺坂鉱山（多可町）と生野鉱山との関係
をあらわす史料を中心に紹介されました。

鉱山経営に関する貴重な資料を展示

梁瀬金管バンドクラブは、３月１３日、さんとう緑風ホールで「定期演奏会」を開催しました。
当クラブは、地域の音楽文化を担う子どもたちを育成しようと、６年前に梁瀬小学校

から離れ、保護者の皆さんや有志の皆さんを中心に地域での運営を続けています。
「定期演奏会」は毎年この時期に開く恒例の催しで、１年の活動を締めくくるものです。
今回も、小学３～６年生１４人の部員が、「ラデッキー行進曲」や「威風堂々」などの曲を、
集まった約80人の皆さんを前に披露しました。また、保護者の皆さんや、地域で音楽活
動をしている有志の皆さんの演奏、部員と中学生ＯＢ・ＯＧによる合同演奏なども行い
ました。
梁瀬金管バンドクラブでは、随時部員を募集しています。また、催しなどでの出演も受

け付けていますので、お気軽にご相談ください。（☎090－2017－9469・垣尾）

梁瀬金管バンドクラブ定期演奏会
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理学療法士・介護支援専門員・介護福祉士として30年の経
験を持ち、「介護の現場」から等身大の発言・提案でテレビ出演
や講演などで活躍中の高口光子さんを招いての講演会です。

た か ぐ ち み つ こ

★期日 ５月21日（土）
★会場 和田山ジュピターホール小ホール（玉置）
★内容
午前の部午前10時～午後０時30分（市民の皆さん対象）
「認知症も寝たきりも怖くない！」～入って後悔しない施設とは～

「目からウロコ」のセミナー 高口光子 inあさご
午後の部午後１時30分～４時（看護・介護の関係者対象）
「なぜ、人は虐待をするのか」～働きやすい職場とは～

★定員 各部100人
★参加料 午前の部…無料 午後の部・１日通し…1,000円
★申し込み 所定の用紙に必要事項を記入し５月10日（火）ま
でに（必着）
★問い合わせ先
さかもと医院通所リハビリセンター ☎（670）3321

広報朝朝朝来来来 30



№７７ 電力の小売りが自由化されました～あわてて契約しない！便乗商法に注意！～暮らしの情報コーナー

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活センター（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

経済産業省 電力自由化専用ナビダイヤル ☎０５７０－０２８－５５５

４月１日から電力の小売りが自由化され、大手電力会社以外の小売会社から電気を買うことが可能になりま

した。小売会社と契約するときは、登録業者であるか、居住する地域に供給できる会社であるかを確認したうえで、

料金や契約期間、解約料等の説明を十分に聞いて検討しましょう。切り替えの契約をしなければこれまで通りの

料金メニューで大手電力会社から電気が供給されますので慌てて契約する必要はありません。訪問販売や電話

勧誘で小売会社と契約したときは８日以内であればクーリング・オフができます。

また、便乗して、太陽光発電やオール電化システムなど、小売り自由化とは直接関係のない商品やサービスを

勧められる可能性もあります。必要ない場合はきっぱり断りましょう。

事事事
例例例
「４月から電力の小売りが自由化された。今より電気代が４割安くなる。説明に行きたい」と知らない

業者から電話があった。信用できるか。 （６０歳代、男性）
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